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　※住民基本台帳より
　 　7月末現在   （ ）内は前月比

人口／ 
男／
女／

世帯数／

栃木市の人口

栃木市マスコット
キャラクター とち介

感染症対策のためイベントなどが
変更になることがあります
　今号に掲載のイベントなどは、新型コロ
ナウイルスの感染拡大防止等の理由により、
中止・変更になる場合があります。
　最新の情報は市ホームページをご覧いた
だくか、担当部署・主催者に直接お問い合
わせください。
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彩り豊かに～とちぎの秋～
　　　　～栃木市！大好き！フォト＆ムービーコンテスト応募作品より～

岩船山の夕景太平山の紅葉

風車のある風景（都賀地域）

栃木翔南高校のイチョウの木夕暮れの街（栃木地域）謙信平の紅葉

西方地域から望む朝焼けの男体山

ひとやすみ（八百比丘尼公園）



2広報とちぎ　１０月号２０２０（令和２）年９月１８日 発行 特集１　栃木市歴史的風致維持向上計画

栃
木
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

︵
歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画
︶

①問屋（肥料商）の見世蔵

③湊町二荒山神社の百八灯流し

④巴波川一斉清掃の様子 ②豪華絢爛な江戸型人形山車が巡行する「とちぎ秋まつり」

歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画
っ
て
何
？

　

栃
木
市
は
、
古
代
か
ら
近
現
代
に
至
る
ま
で
、

交
通
の
要
衝
と
し
て
、
ま
た
、
政
治
経
済
の
中

心
地
と
し
て
数
々
の
歴
史
の
舞
台
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
現
在
も
多
く
の
歴
史
的
な
建
造
物
が

残
り
、
各
地
域
固
有
の
祭
礼
や
伝
統
が
受
け
継

が
れ
、
独
自
の
産
業
・
活
動
が
発
展
す
る
な
ど
、

良
好
な
市
街
地
の
環
境
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
各
分
野
で
の
後
継
者
不
足

が
深
刻
と
な
り
、
歴
史
的
建
造
物
が
取
壊
さ
れ

る
な
ど
、
町
並
み
の
保
存
・
活
用
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
伝
統
産
業
や
伝
統
芸
能
に
お

い
て
も
、
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
も
の
も

あ
り
、
栃
木
固
有
の
歴
史
的
風
致
が
失
わ
れ
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
市
で
は
、
こ
れ
ま

で
維
持
さ
れ
て
き
た
栃
木
固
有
の
歴
史
的
文
化

や
風
情
、た
た
ず
ま
い
の
維
持
、向
上
を
目
指
し
、

「
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上

に
関
す
る
法
律
」（
通
称「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
」）

に
基
づ
き
、
平
成
31
年
２
月
「
栃
木
市
歴
史
的

風
致
維
持
向
上
計
画
（
歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画
）」

を
策
定
し
、
３
月
に
国
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

歴
史
的
風
致
と
は
？

　

地
域
固
有
の
歴
史

と
伝
統
を
反
映
し
た

人
々
の
活
動
と
、
そ

の
活
動
が
行
わ
れ
る

歴
史
上
価
値
の
高

い
建
造
物
及
び
そ

の
周
辺
の
市
街
地

と
が
一
体
と
な
っ
て

形
成
し
て
き
た
良
好
な

市
街
地
の
環
境
の
こ
と

で
す
。

栃
木
市
の
歴
史
的
風
致

１
商
家
町
栃
木
に
み
る
歴
史
的
風
致

︵
１
︶
物
資
の
集
散
に
よ
る
問
屋
業
の
発
展
に
み

る
歴
史
的
風
致

　

江
戸
末
期
か
ら
明
治
期
の
鉄
道
開
設
以
前

は
、
利
根
川
、
巴う
ず
ま
が
わ

波
川
を
利
用
し
た
舟し
ゅ
う
う
ん運

に

よ
り
、
各
地
か
ら
の
物
資
の
集
散
地
の
町
と

し
て
栄
え
、
麻
、
荒あ
ら
も
の物
な
ど
様
々
な
商
品
が

行
き
交
い
ま
し
た
。
麻
問
屋
、
肥
料
商
、
荒

物
問
屋
な
ど
の
問
屋
業
が
、
江
戸
末
期
か
ら
大

正
期
に
建
て
ら
れ
た
見み
せ
ぐ
ら
世
蔵
（
写
真
①
）
や
土

蔵
の
歴
史
的
建
造
物
で
現
代
も
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

︵
２
︶
栃
木
の
山だ

し車
祭
り
に
み
る
歴
史
的
風
致

　
歴
史
的
建
造
物
や
伝
統
的
建
造
物
が
残
る
町

並
み
を
背
景
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
栃
木
の
山
車

祭
り
（
写
真
②
）
は
、明
治
７
年
（
１
８
７
４
）

栃
木
県
庁
構
内
で
行
わ
れ
た
神じ
ん
む武
祭さ
い
て
ん典
を
起
源

と
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
商
都
と
し
て
の
豊
か

さ
が
江
戸
型
人
形
山
車
の
豪
華
な
山
車
文
化
を

栃
木
に
も
た
ら
し
、
栃
木
の
人
達
に
よ
っ
て
大

切
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

︵
３
︶
百
ひ
ゃ
く
は
っ
と
う
な
が

八
灯
流
し
を
は
じ
め
と
す
る
湊
み
な
と
ち
ょ
う町
二ふ
た
ら
さ
ん

荒
山

神
社
の
祭
礼
に
み
る
歴
史
的
風
致

　
百
八
灯
流
し
（
写
真
③
）
は
、
巴
波
川
の
舟

運
の
安
全
祈
願
で
あ
り
、
巴
波
川
の
舟
運
に
よ

り
商
家
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
栃
木
の
住
民

に
根
付
い
て
い
ま
す
。
明
治
末
期
か
ら
大
正
期

に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
白し
ら
か
べ壁

土
蔵
群
や
黒く
ろ
い
た
べ
い

板
塀

と
一
体
と
な
り
、
往
時
の
巴
波
川
の
舟
運
の
発

展
・
繁
栄
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

︵
４
︶
巴
波
川
に
み
る
歴
史
的
風
致

　
巴
波
川
は
、
商
家
町
と
し
て
の
繁
栄
に
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
き
た
「
母
な
る
川
」
で
あ

り
、
巴
波
川
沿
い
の
歴
史
的
な
景
観
と
と
も
に

大
切
に
さ
れ
、
ま
た
、
巴
波
川
の
河
川
環
境
を

維
持
す
る
た
め

の
「
河
川
清
掃
」

（
写
真
④
）
も

地
域
住
民
を
中

心
と
し
た
市
民

に
よ
っ
て
、
今

も
継
承
さ
れ
て

い
ま
す
。

その活動が行われ
る「歴史上価値の
高い建造物やその
周辺の市街地」

地域固有の歴史・
伝統を反映した
「人々の活動」
＝人々の営み

歴史的風致

一体となって形成された
良好な市街地の環境

巴
波
川

巴
波
川

旧日光例幣使街道及び巴波川周辺区域

栃木駅

JR両毛線

新
栃
木
駅

野州平
川駅

東
武
鉄
道
日
光
線

東武
鉄道
宇都
宮線

旧
日
光
例
幣
使
街
道

1-（2）

1-（3）

1-（4）

伝統的建造物群保存地区

1-（1）

1,0005003001000m

特集１

1-（1）物資の集散による問屋業の
   発展にみる歴史的風致

1　　    商家町栃木にみる歴史的風致

1-（2）栃木の山車祭りにみる歴史的風致

【凡例】

1-（3）百八灯流しをはじめとする湊町
   　　    二荒山神社の祭礼にみる 歴史的風致
1-（4）巴波川にみる歴史的風致

重点区域
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２   

式し
き
な
い
し
ゃ

内
社
に
お
け
る
祭
礼
に
み
る

歴
史
的
風
致

　
律
令
時
代
に
は
下
野
国
の
国こ
く
ふ府
が
置
か
れ
、

こ
の
時
代
の
法
典
『
延え
ん
ぎ
し
き

喜
式
』
の
第
九・
十
の

『
神
じ
ん
み
ょ
う
ち
ょ
う

名
帳
』
に
記
載
さ
れ
た
「
式し
き
な
い
し
ゃ

内
社
」
で
あ
る

大お
お
み
わ神
神
社
、
大お
お
さ
き前
神
社
、
村む
ら
ひ檜
神
社
（
写
真
⑤
）

の
三
社
が
あ
り
、
神
社
の
祭
礼
な
ど
の
年
中
行
事

が
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

３   

神
社
の
祭
礼
に
お
け
る
民
俗
芸

能
に
み
る
歴
史
的
風
致

　
都
賀
地
域
に
は
日
光
を
開
山
し
た
　
勝
し
ょ
う
ど
う道

上し
ょ
う
に
ん
人
が
幼
少
期
を
過
ご
し
た
地
、
岩
舟
地
域
に
は

慈じ
か
く覚
大だ
い
し師
円え
ん
に
ん仁
が
９
歳
か
ら
比
叡
山
に
登
る
ま
で

修
行
を
し
た
寺
が
あ
り
ま
す
。
歴
史
と
伝
統
を
重

ん
じ
る
地
域
性
の
中
で
「
太だ
い
だ
い々
神か
ぐ
ら楽
」「
獅
子
舞
」

（
写
真
⑥
）「
杖
じ
ょ
う
じ
ゅ
つ
術
」
な
ど
の
民
俗
芸
能
が
今
も
各

地
域
で
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

４  

大
平
地
域
の
ぶ
ど
う
栽
培
に
み
る

歴
史
的
風
致

　
大
平
地
域
西
部
の
太
平
山
南
山
麓
地
帯
（
写
真

⑦
）
は
、
明
治
末
か
ら
始
ま
っ
た
ぶ
ど
う
栽
培
が

盛
ん
で
「
ぶ
ど
う
団
地
」
と
呼
ば
れ
、
通
り
沿
い

に
直
売
所
が
連
な
り
、
そ
の
後
方
に
ぶ
ど
う
棚
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
現
在
も
収
穫
の
前
後
に
は
、

辺
り
一
面
青
々
と
し
た
ぶ
ど
う
の
葉
に
覆
わ
れ
、

農
村
景
観
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

５  

渡
良
瀬
遊
水
地
の
ヨ
シ
に
み
る

歴
史
的
風
致

　
渡
良
瀬
遊
水
地
は
、
日
本
最
大
級
の
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
登
録
湿
地
で
す
。
周し
ゅ
う
い
て
い

囲
提
の
中
に
は
上
質

の
ヨ
シ
が
繁
殖
し
、
ヨ
シ
生
産
の
た
め
に
始
め
ら

れ
た
ヨ
シ
焼
は
早
春
の
風
物
詩
で
あ
り
、
地
域
の

伝
統
的
な
工
芸
と
も
い
え
る
葦よ
し
ず簀
づ
く
り
（
写
真

⑧
）
が
現
在
も
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

第２回蔵の街とちぎ Instagramフォトコンテスト 作品募集
　世界中で利用されているインスタグラム。「蔵の街とちぎ」の魅力を、インスタグラムを通して世界中に広く
発信してみませんか？
募集期間 10 月１日（木）～ 11月 30日（月）　　応募資格　どなたでも
応募方法　①蔵の街を活かしたまちづくり研究会のアカウント（kuranomachi_kenkyukai）をフォロー
　　　　　②蔵の街とちぎの魅力あふれる景色や名物などを撮影します
　　　　　③  「＃蔵の街フォトコン」または「＃ kuratochigi」のハッシュタグを付けて

投稿します
表彰　グランプリ１名、準グランプリ２名
　　　グランプリの方にはとちぎ小江戸ブランド詰め合わせ１万円分相当をプレゼント
　　　（準グランプリの方には５，０００円相当）
※詳しくは市ホームページの蔵の街課をご覧ください。
主催 蔵の街を活かしたまちづくり研究会　　問合先　蔵の街課　☎（21）２５７３

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
支
援
法
人

「
と
ち
ぎ
蔵
の
街
職
人
塾
」

　
地
域
住
民
等
を
含
め
た

民
間
活
力
の
活
用
に
よ

り
、
市
と
役
割
分
担
し
な

が
ら
、
と
も
に
歴
史
的
風

致
の
維
持
向
上
の
推
進
を
図
る
た
め
令
和

２
年
７
月
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
ち
ぎ
蔵
の
街

職
人
塾
」
を
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
支
援

法
人
に
指
定
し
ま
し
た
。

⑤村檜神社の例大祭

⑦太平山南山麓に広がるぶどう畑 ⑧渡良瀬遊水地のヨシを原料とした葦簀づくり

栃
木
市
の
重
点
区
域
に
お
け
る
施
策

　
代
表
的
な
栃
木
の
山
車
祭
り
が
行
わ
れ

る
区
域
で
あ
る
と
と
も
に
、
商
家
町
時
代

の
敷
地
割
り
や
歴
史
的
建
造
物
が
よ
く

残
っ
て
い
る
区
域
と
、
か
つ
て
の
下
野
国

の
式
内
社
で
あ
っ
た
村
檜
神
社
を
中
心
と

す
る
区
域
を
重
点
区
域
と
し
ま
す
。
重
点

区
域
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
風
致
を
構
成

す
る
建
造
物
の
保
存
や
整
備
、
歴
史
的
風

致
の
維
持
及
び
向
上
に
資
す
る
環
境
の
維

持
・
形
成
、
歴
史
的
風
致
の
認
識
を
向
上

さ
せ
る
事
業
等
を
実
施

し
、
歴
史
的
風
致
の
維

持
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
全
域
を

対
象
と
し
て
民
俗
芸
能

の
記
録
保
存
や
、
公
共

サ
イ
ン
整
備
等
の
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

嘉右衛門町伝建地区

⑥都賀地域に伝わる伝統の獅子舞

北関
東自
動車
道

北関東自動車道

東武
鉄道
宇都
宮線

JR 両
毛線 川

波
巴

東北
縦貫
自動
車道

一般国道293号

一般国道50 号

線
光
日
道
鉄
武
東

旧日光例幣使街道及び
巴波川周辺区域

村檜神社区域

升塚愛宕神社

鷲宮神社

大神神社

横堀春日神社

大前神社

近津神社

上新田猿田彦神社

木八幡宮

村檜神社本殿

1-（1）

1-（2）1-（3）

1-（4） 伝統的建造物群保存地区

1 3 50ｋｍ

2　式内社における祭礼にみる
       歴史的風致

3　神社の祭礼における民俗芸能にみる
       歴史的風致

4　大平地域のぶどう栽培にみる
       歴史的風致

5　渡良瀬遊水地のヨシにみる
       歴史的風致



4広報とちぎ　１０月号２０２０（令和２）年９月１８日 発行 特集２ 地域支えあい活動を始めましょう︕

西水代上第3自治会
活動開始　平成 28年度～
支え合い対象者　135名
活 動 者　34名（支え合い推進員、
　　　　　推進員スタッフ（各班長））
活動内容　自治会班長への啓蒙活動（年 2回）（今年度未実施）
 「全体会議では、支え合い活動の普及啓発や認知症への理解を深め
るための研修、見守りが必要な方のマッピング（地図作成）を行っ
ています。また、自治会やはつらつセンター等の活動と併せて、見
守りや生きがいづくりに有効な支え合いの体制ができています。感
染症の影響により、集まることが難しい現状ですが、啓蒙を継続す
ることで、数年後には地域の多くの人が支え合い活動を知り、対象
者の把握や見守り活動などがより円滑に進むものと考えます。」

田村小路自治会
活動開始　平成 29年度～
支え合い対象者　39名
活 動 者　見守り推進員 4名
活動内容　訪問（月2回）、調整会議（年4回）

「現在もマスク着用など感染症対策に配慮しながら訪問活動をしてい
ます。推進員さんは、新たな人との繋がりができることや、人の役に
立てることにやりがいを持って活動しています。今見守る側の人も、
数年後は見守られる側になります。ゆるやかな見守りを通して支え合
いの想いを繋いでいける自治会になっていければ良いと思います。」

箱森町東部自治会
活動開始　令和元年度～　支え合い対象者　10名
活 動 者　8名（自治会役員・福祉部スタッフ）　
活動内容　カフェ開催、訪問（予定）
 「関係者間で意見交換を行い、活動の実施体制を整えて
きました。カフェは昨年度より開催し、企画から自分達で行いました。誰でも気軽に
参加できる場となっており大変盛況でした。感染症の影響により、実施方法を再検討
中ですが、徐々に訪問を開始し、軌道に乗せていきたいと考えています。」

城内大宿自治会
活動開始　平成 28年度～　支え合い対象者　全 441世帯
活 動 者　 58 名（高齢文化部長、連合班長、班長、民生委員、

ふれあい相談員、シニアクラブ役員）
活動内容　 巡視（月 1回、外観からの情報収集）、新班長へ

の啓蒙・支え合いステッカー配布
「全世帯を対象としていることが特徴です。自治会内の活動
に参加される方だけでなく、参加できない方の様子を把握で
きるようになり、班長・役員以外の地域住民も、異変時には
報告してくれるようになりました。地域を守るために必要なことと
して継続したいです。」

万町三丁目自治会
活動開始　平成 30年度～　支え合い対象者　17名
活 動 者　自治会役員若干名　活動内容　訪問（週 1回）
「活動者のみならず、近隣住民、医療機関との協力体制が
整っていることが特徴です。地域の方に “なんでも、いつ
でも言ってよね。”という思いで役員一同活動しています。
活動が自分達の健康づくりにもなっており、結果として『万
町三丁目でよかった。』と地域のためになれば幸いです。」

箱森西部自治会
活動開始　平成 28年度～ 支え合い対象者 43 名
活 動 者　福祉専門部 10名　
活動内容　訪問、全体会議（月 1回）
「専門部を主体として、民生委員等
と連携・協働した見守り体制を構
築している事が特徴です。全体会
議を実施することにより、担当者
以外も情報共有ができています。
感染症対策に配慮し、現在はポス
ティングを中心に活動をしていま
す。地域の方の『来てもらってあ
りがたい』を励みに継続していき
たいと思います。」
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市政トピックスHearts of TOCHIGI

感染症対策に留意した災害への備え
避難所設置訓練を実施しました

　7月 31日、大平体育館を会場に、避難所設置訓
練を行いました。今回は、市で作成した新型コロナ
ウイルス感染症に対応した避難所運営指針にもとづ
いた避難所の設置と避難者の受け入れに重点を置い
て実施されました。
　当日は本市の職員約 80人が参加し、感染拡大防
止のための間仕切りや簡易テントなどの組み立て
や、避難者受け入れの際の検温などの手順を確認し
ました。

初秋の夕闇を照らす
柔らかなヨシの灯り

　　渡良瀬遊水地のヨシを利用して作った「ヨシ灯
り」。このヨシ灯りを屋外に並べるライトアップイ
ベント「渡良瀬遊水地のヨシ灯り 2020」が、8月
22 日・23 日に、栃木市と小山市の共催で、初め
て開催されました。
　会場となった小山市の生井桜づつみ公園には、両
市のボランティアの皆さんなどが作成した約１００
基のヨシ灯りが並び、暮れゆく遊水地の空を背景に、
幻想的な雰囲気に包まれました。

栃木藤岡バイパス下皆川・富田土地
区画整理組合「まちづくり功労者
国土交通大臣表彰」受賞

　栃木藤岡バイパス下皆川・富田土地区画整理組合
が「まちづくり功労者国土交通大臣表彰」を受賞し
ました。これは、土地区画整理事業により広域交通
網による高いポテンシャルを有した沿道の土地利用
を促進し、商業施設の集積や良好なまちづくりに貢
献した功績が高く評価されたものです。７月１０日、
阿部組合理事長をはじめとする役員の皆さんが、市
長に受賞の報告を行いました。

契約について考えてみましょう

　私たちは普段生活している中で、さまざまな契約をしています。朝起きて水道で顔
を洗う⇒「水道供給契約」／テレビを見る⇒「受信契約」／バスや電車に乗って通勤
する⇒「旅客運送契約」／学習塾やエステサロンに通う⇒「継続的役務提供契約」／
お金を借りる⇒「金銭消費貸借契約」、など様々です。
　契約とは一体どういったものなのでしょうか。例えば、スーパーで１袋５００円の
オレンジをレジに持っていき「このオレンジをください」という申し込みをし、店員
が「はい、ありがとうございます」と承諾をすれば、売買契約が成立します。また、
インターネット通販では、商品を選んで申し込みボタンをタップ（クリック）するこ
とで申し込みとなり、その後の承諾画面の表示や承諾メールを受け取ることなどによ

り、売買契約は成立します。
　契約は当事者の合意「買います」という申し込みと「売ります」という承諾で成立
します。つまり、契約とは口約束でも成立し、一定の場合（保証契約など）を除いて、
書面の作成は必須ではありません。
　契約をするかどうか、誰と、どのような内容や方式で契約するかは、自由に決める
ことができます。これを「契約自由の原則」といいます。一度結んだ契約は、原則と
して一方の都合だけでやめることはできません。だからこそ、契約する前に、契約の
内容や条件をよく検討することが大切です。契約内容や条件には、契約書に書かれて
いることはもちろん、口頭で受けた説明も含まれます。渡された書類には必ず目を通
し、不明な点は事業者に確認しましょう。断るときはあいまいな返事をせず、「いり
ません」「必要ありません」と、はっきりと言うようにしましょう。

　消費生活センター（本庁舎 2階）☎ (23) ８８９９ ／ FAX（23）８８２０

戦
争
体
験
を
聞
く
会

　
戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
後
世
に
伝

え
て
い
く
た
め
、「
戦
争
体
験
を
聞
く
会
」
を
２
回

開
催
し
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
（
火
）、
Ｆ
Ｍ
く
ら
ら
８
５
７
で
戦
争

体
験
の
語
り
部
で
あ
る
山
口
ス
ミ
さ
ん
に
宇
都
宮
空

襲
の
体
験
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山

口
さ
ん
は
、
空
襲
か
ら
逃
れ
る
様
子
や
空
襲
後
の
悲

惨
な
街
の
状
況
、
当
時
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
に
つ

い
て
詳
し
く
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
８
月
16
日
（
日
）
に
は
、
広
島
か
ら
被
爆
体
験
伝

承
者
で
あ
る
伊
藤
正
雄
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

当
時
12
歳
で
被
爆
し
た
少
女
の
体
験
と
、
４
歳
で
被

爆
し
た
ご
自
身
の
体
験
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、

「
当
時
の
悲
惨
な
状

況
が
目
に
浮
か
ん

だ
。」「
原
爆
の
恐

ろ
し
さ
が
伝
わ
っ

た
。」「
戦
争
を
体
験

し
た
世
代
が
年
々

少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
た
め
、
語
り

継
い
で
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
っ

た
。」
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

と
ち
ぎ
平
和
展

　

８
月
16
日
（
日
）
か
ら
20
日
（
木
）
ま
で
の
期

間
、
本
庁
舎
４
階
に
お
い
て
、
原
爆
の
図
丸
木
美
術

館
所
蔵
の
「
原
爆
の
図
」
の
複
製
画
や
、
戦
時
中
に

使
用
さ
れ
て
い
た
軍
服
等
の
現
物
資
料
、
広
島
・
長

崎
へ
の
原
子
爆
弾
投
下
後
の
惨
状
を
収
め
た
写
真
パ

ネ
ル
、
昨
年
度
の
広
島
平
和
記
念
式
典
中
学
生
派
遣

活
動
記
録
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

「
原
爆
の
子
の
像
」
へ
千
羽
鶴
奉
納

　

今
年
度
の
「
広
島
平
和
記
念
式
典
中
学
生
派
遣
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
し
ま
し

た
が
、
本
市
の
平
和
へ
の
想
い
を
つ
な
ぐ
た
め
、
市

内
公
立
中
学
校
14
校
の
全
生
徒
に
平
和
へ
の
祈
り
を

込
め
、
一
人
一
羽
鶴
を
折
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
度
の
戦
争
体
験
を
聞
く
会
や
と
ち
ぎ
平
和
展
で

折
っ
て
い
た
だ
い
た
鶴
と
合
わ
せ
て
、
５
束
の
千
羽

鶴
を
、
広
島
市
の
「
原
爆
の
子
の
像
」
に
奉
納
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
課　
☎

（21）
２
３
４
２

栃
木
市
の
非
核
平
和
事
業

　
栃
木
市
で
は
、
栃
木
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
戦
争
の
悲
惨

さ
や
核
兵
器
の
お
そ
ろ
し
さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
命
の
尊
さ
や
平
和
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
設
け
る
た
め
、
今
年
も
各
種
啓
発
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

ラジオにて自身の体験を語る山口スミさん被爆体験について質問を受ける伊藤正雄さん
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■インフルエンザ予防接種費用の一部助成
　新型コロナウイルスと季節性インフルエンザが同時に流
行するのを防ぐため、今年度は生後６か月以上のすべての
市民に予防接種費用の一部助成を行います。
❶小児インフルエンザ（任意接種）
対 象 　市内に住所を有する、生後６か月以上小学校就学前のお子さん
助成額　２，５００円（接種費用から助成額を除いた額が自己負担）
助成回数　期間内２回
❷臨時助成インフルエンザ（任意接種）
対 象 　市内に住所を有する、小学生から 64歳までの方（高齢者インフルエ

ンザの対象の②の方を除く）
助成額　１，０００円（接種費用から助成額を除いた額が自己負担）
助成回数　１３歳未満：期間内２回　１３歳以上：期間内１回
❸高齢者インフルエンザ（定期接種 B類）
対 象　①市内に住所を有する、接種時に 65歳以上の方
　　　 　② 市内に住所を有し、接種時に 60歳以上 65歳未満で、心臓、腎臓ま

たは呼吸器の機能に、自己の日常生活活動が極度に制限される程度
の障がいを有する方及びヒト免疫不全ウイルスにより、免疫の機能
に日常生活がほとんど不可能な程度の障がいを有する方

　　　　※②に該当する方は、事前に問合先へご連絡ください。
助成額　３，５００円（接種費用から助成額を除いた額が自己負担）
助成回数　期間内１回
共通事項
期 間　令和２年 10月１日（木）～令和３年２月 28日（日）
受け方　市内医療機関に直接、接種の予約をしてください。
　　　　※ 市外で接種する場合、事前に問合先へ電話 または 市ホームページで

手続方法を確認ください。
 ※❶・❸の対象者のうち、生活保護世帯に属する方は、接種後に申請することで、
自己負担額分の助成（上限あり）を受けることができます。（❷の臨時助成イ
ンフルエンザは自己負担分の助成なし）

問合先　健康増進課　☎ (25) ３５１１

国勢調査の回答をお願いします
  ９月 14日 ( 月 ) から 10月７日 (水 ) にかけて、５
年に１度の国勢調査が行われます。国勢調査は、国籍
や年齢に関係なく、日本に住んでいるすべての人と世
帯が対象です。必ずご回答ください。

回答はかんたん便利なインターネットで！
①アクセスする
ご自宅に調査書類が
届いたら、回答サイ
トにアクセスしま
す。

②ログインする
調査書類のなかの『インターネット回答
利用ガイド』に記載されている「ログイン ID」
と「アクセスキー」でログインします。

③回答する
 画面の案内にそって、国勢調査に回答します。最後に
パスワードを設定し、送信します。

※インターネット回答が難しい場合は、調査票（紙）をお使いください。
問 総合政策課　☎ (21)２３０６

9／14月 10／7水

インターネット回答期間

10／1木
10／7水

調査票（紙）での回答期間

同行避難 とは？
　ペットが飼い主と一緒に避難所へ避難することであり、ペットと飼い主が
避難所で同居することではありません。ペットは居住スペースとは別の指定
されたスペースに避難します。
※リード、ケージまたはキャリーバック、フード、排泄物の処理用具等を必
ず持ってきていただくようお願いします。

ペットの避難時持ち物リスト
□ケージまたはキャリーバック
ケージやキャリーバックがないと、避難所では受け入
れができない場合があります。事前に必ず準備しま
しょう。

□リード
ペットと一緒に移動する際必要になります。

□首輪
犬の場合は、犬の鑑札、狂犬病予防注射済票を首輪に装着させましょう。

□ペットフード
災害時には入手が困難な可能性があります。

□排泄物の処理用具（トイレ用品）
排泄物の処理は飼い主の責任です。放置することがないようにしましょう。

日頃のしつけや健康管理 とは？
ケージやキャリーバックに慣らしておくこと、人や動物を怖がったり、む

やみに吠えたりしないこと、決められた場所で排泄ができるようにしつける
ことです。また、予防接種やノミなどの外部寄生虫の駆除を行い、ペットの
健康、衛生状態を確保しましょう。

所有者明示 とは？
　災害発生時には、ペットとはぐれてしまう場合もあるため、首輪や迷子札、
マイクロチップ等を装着させましょう。また、飼い主は自分の連絡先とペッ
トに関する飼い主以外の緊急連絡先、預かり先などの情報やペットの写真（携
帯電話に画像を保存することも有効）を用意しておきましょう。

ペットを飼っている方へ
災害に備えたペットの防災対策

　飼い主による災害に備えたペットに対する対策は、特別なことではありません。
「日頃のしつけや健康管理」「所有者明示」など適正な飼育をすることです。
　栃木市の避難所では、ペットの「同行避難」を原則としています。

問合先　環境課　☎ (21) ２１４１

イラスト出典　環境省ＨＰ「災害、あなたとペットは大丈夫？人とペットの災害対策ガイドライン＜一般飼い主編＞」
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相談は無料で秘密は厳守します。気軽にどうぞ。市内の方であれば、どの窓口でも相談できます。■相談業務の案内
相　　　談 日　時 場所／問合先

弁護士相談（事前に要予約）

（弁護士が法的な見解等を助言 )
※予約開始
 11 月分：10月 1日（木）～
 12 月分：11月 2日（月）～
　(各日 8時 30分より受付 )
※ 同じ案件での相談は 2回ま
で（異なる会場で相談して
も同様）

10月9日（金）、23日（金）
11月13日（金）、27日（金）
10時～12時

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

11 月 19日（木）
10時～ 12時

大平隣保館 2階 相談室
☎(43)6611 0120-46-7830

10 月 19日（月）
10時～ 12時

藤岡公民館 1 階 研修室
藤岡市民生活課☎ (62)0905

10 月 27日（火）
10時～ 12時

都賀総合支所 別館 2階 会議室
都賀市民生活課☎ (29)1124

11 月 24日（火）
10時～ 12時

西方総合支所 1 階 会議室
西方市民生活課☎ (92)0308

10 月 15日（木）
10時～ 12時

岩舟総合支所会議室棟1階第1会議室
岩舟市民生活課☎ (55)7763

法律相談（事前に要予約）
※栃木市社会福祉協議会主催

10月 6日（火）、20日（火）
9時～ 12時

大平地域福祉センター ふるさとふれあい館
/社会福祉協議会大平支所☎(43)0294

宅地建物相談（予約開始：10/1（木）8
時 30分～）（売買や賃貸借、所有と管理）

10月 16日（金）
10時～ 12時

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

市民相談
( 日常生活の問題など )

月～金曜日
9時～ 17時

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

消費生活相談 ( 商品やサービス
など消費生活全般 )

月～金曜日
9時～ 16時

本庁舎 2 階 消費生活センター
☎ (23)8899 FAX (23)8820

合同相談

( 行政相談・人権相談 )

　♦移動県民相談も同時開設

10月13日（火）、27日（火）
10時～12時　

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

♦ 11月 19日（木）
10時～ 12時

大平総合支所 1 階 相談室
大平市民生活課☎ (43)9211

10 月 14日（水）
10時～ 12時

藤岡公民館 1 階 研修室
藤岡市民生活課☎ (62)0905

♦ 10月 27日（火）
10時～ 12時

都賀総合支所 別館 2階 大会議室
都賀市民生活課☎ (29)1124

11月24日（火）
13時30分～15時30分

西方公民館 2階 小会議室
西方市民生活課☎ (92)0308

10月 15日（木）
13時30分～15時30分

岩舟総合支所会議室棟1階第1会議室
岩舟市民生活課☎ (55)7763

相　　　談 日　時 場所／問合先

人権相談 月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

大平隣保館☎(43)6611 0120-46-7830
厚生センター☎ (24)2444
人権・男女共同参画課☎ (21)2161

配偶者等からの暴力 (DV) 相談 月～金曜日
9時～ 16時

配偶者暴力相談支援センター
☎（21）2218

いじめ相談電話 月～金曜日 9時～ 17時
※土日祝日･時間外は留守電･FAX

本庁舎 /青少年育成センター
☎ (24)0667　FAX (21)2690

青少年相談
( 非行問題・不登校など )

月～金曜日
9時～ 17時

本庁舎 /青少年育成センター
☎ (23)6566　FAX (21)2690

家庭児童相談 (0 ～ 17 歳の子
どもとその家族 )

月～金曜日
9時～ 16時

本庁舎 / 家庭児童相談室 ( 子育て支
援課内 )　☎ (21)2227

児童虐待相談 月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

本庁舎／子育て支援課☎ (21)2227　
※左記以外の時間は☎ 189
（児童相談所全国共通ﾀﾞｲﾔﾙ）

婦人・ひとり親家庭相談 月～金曜日
9時～ 16時 本庁舎/子育て支援課　☎(21)2229

障がい児者相談 ( 福祉サービス
の利用・障がいを理由とする差
別・合理的配慮及び虐待防止 )

月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

本庁舎 /障がい福祉課 障がい児者相
談支援センター係
☎ (21)2219 FAX (21)2682

就労支援相談（事前に要予約）

(40 歳未満の就労相談 )

第1・3月曜日13時～21時
第1・3土曜日17時～21時

※
祝
日
除
く

栃木勤労青少年ホーム☎ (22)3113

第2・4月曜日13時～21時
第1・3土曜日13時～16時 大平勤労青少年ホーム☎ (43)5191

高齢者相談
（介護や福祉、生活全般、虐待）月～金曜日8時 30分～ 17時 15分

本庁舎／栃木中央地域包括支援セン
ター ☎（21）2245・2246

もの忘れ相談
（認知症の専門員による相談）

10月 9日（金）
10時～ 11時 30分

本庁舎 1階 市民スペース／栃木中央地域
包括支援センター☎（21）2171・2246

今回は栃木市出身で、文化会館のアーティスト情報
データベース「アーティストアーカイブス」に登録され
ている髙橋由起さんにお話を伺いました。髙橋さんは、
足利短期大学で講師をしながらプロのフルート奏者とし
て市内外で活躍されています。

研鑽を重ね、フランスへ留学
幼少期からピアノを習い、音楽を学んだ髙橋さん。横

笛への憧れから、大学２年生でフルート専攻へ転科。その
魅力にはまり、大学院へ進学。さらに、持ち前の行動力で
フランスの音楽院へ留学し、腕を磨き続けました。「自己
研鑽の場を求め、日々のしがらみなく、フルートだけに集
中できる留学という道を選びました。フランス語は２単語
くらいしか分からない状態で飛び込み、困難もありました
が、５年間でプロとして必要な多くの事を学びました。」
留学中、横浜国際音楽コンクールの管楽器部門で第一

位を受賞し、栃木市での凱旋コンサートを開催。現在は
大学で音楽の講師をしながら、全国で数多くのコンサー
トを開催するなど、積極的な活動をされているそうです。

音楽の素晴らしさを多くの人に伝えたい
　学生時代から小・中学校の学習支援に参加するなど、
子供たちの教育に関心を持ち、現在では幼稚園教諭や保
育士を目指す学生に教鞭を執ります。「どんなに机上で
教えても、実際に聞かせる一音にはかないません。実体
験で音楽の魅力を伝えたい。これまでに学んだことを、
大学の学生たちへ還元し、新しい芽を育てていきたいで
す。」また、普段音楽に触れない人にもその素晴らしさ
を伝えたいと、大学の協力を得て、キャンパス内でのロ
ビーコンサートなども開催しているそうです。最近では
新型コロナの影響で、コンサートの開催などが難しい状
況ですが「見えないけれど心の支えになるのが音楽。ま
たみなさんを元気にする演奏を届けられる日を心待ちに
しています。」と、今後の活動への意欲をのぞかせます。

人間性を高めることは、音楽を高めること
　フルート奏者としての、今後の目標をお聞きしました。
「演奏には人間性が現れます。例えば、学生たちの演奏
を聞くと、どのように音楽と向き合っているのか、すぐ
に分かります。音楽を高めるためには、自分自身を高め
ることが必要。日々の生活の中で感性を磨き、感情を豊
かにし、自然と人の輪を繋ぐ演奏ができる、
そんな演奏家を目指しています。」

フルート奏者
足利短期大学こども学科　講師

髙
たかはし

橋 由
ゆ き

起 さん

■栃木市新斎場整備運営事業の進捗状況
　市が現在、岩舟町三谷地内で進めている「新斎場整備運営事業」については、
令和 5年 10月の供用開始を目指し、現在、総合評価一般競争入札を進めてい
ます。今後はＰＦＩ事業者選定委員会において審査を行い、本年度末までに事
業者の決定・事業契約の締結を行う予定です。
　また、関連工事として、整備地内を流れる谷田川に架かる橋りょうの建設工
事や、新斎場への進入路整備を実施しています。引き続き既設橋りょうの撤去
工事及び進入路の入口交差点改良工事を発注する予定です。
　今後も同事業について、皆様のご理解ご協力をお願いいたします。
　※事業の進捗状況など、詳細は市ホームページにてご覧いただくことができ
ます。

問合先　斎場整備室　☎ (21) ２４２８

テレワーカーを応援！
まちなか定住促進住宅新築等補助制度
「ＩＪＵ（移住）補助金」
　市では、住宅を取得して本市に移住した方
に補助金を交付しています。また、移住した
方が市内でのテレワーク勤務の場合、新たな
加算項目による補助を始めます。
対 象 　市街化区域（西方地域は用途地域）

に住宅を取得（令和２年４月～令和
５年３月の契約）し、本市に転入し
た方（本市に転入して２年以内の転
居者を含む）

補助金額 新築住宅　30万円　中古住宅　20万円
加算金額 勤労者加算　 市内勤務（テレワーク）20万円【新規】
　　　　　　　　　　　市内勤務（テレワーク以外）10万円、市外勤務５万円
　　　　　若年世帯加算　40歳未満 10万円、50歳未満５万円
　　　　　子ども加算　18歳未満の子ども１人につき 10万円
申請期限　令和６年３月 31日
※令和２年３月までの契約で住宅を取得した移住者が対象となる「旧ＩＪＵ（移
住）補助金」には、テレワークに関する勤務加算は適用されません。
※記載内容以外に複数の要件があります。詳細は問合先へ。

問合先　住宅課　☎ (21) ２４５３

髙橋さんの活動の最新情報はこちらのHPにて発信中！⇒

新斎場整備運営事業実施スケジュール（予定）
時期 内容

令和２年 11月 落札者の決定及び公表

令和２年 12月 基本協定の締結

令和３年１月 仮契約の締結

令和３年３月 契約締結

令和３年４月～ 本施設の設計・建設

令和５年 10月 本施設の供用開始

令和 21年３月 事業期間終了（維持管理・運営期間 15年６ヵ月間）
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栃
木
市
立
地
適
正
化
計
画
の

素
案
に
関
す
る
住
民
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

　
居
住
や
都
市
機
能
の
立
地
を

誘
導
し
、
持
続
可
能
で
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
策
定
す
る
立
地
適
正

化
計
画
の
素
案
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
住
民
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

大
平
地
域

日
時

10
月
19
日
（
月
）
18
時

30
分
か
ら

会
場　
大
平
公
民
館
１
階
視

聴
覚
室

藤
岡
地
域

日
時

10
月
21
日
（
水
）
18
時

30
分
か
ら

会
場　
藤
岡
総
合
支
所
旧
議
会

棟
２
階
会
議
室

都
賀
地
域

日
時

10
月
23
日
（
金
）
18
時

30
分
か
ら

会
場　
都
賀
公
民
館
２
階
研

修
室

栃
木
地
域

日
時

10
月
26
日
（
月
）
18
時

30
分
か
ら

会
場　

栃
木
市
役
所
本
庁
舎

３
階
正
庁

岩
舟
地
域

日
時

10
月
27
日
（
火
）
18
時

30
分
か
ら

会
場　
岩
舟
総
合
支
所
会
議
室

棟
１
階
第
１
会
議
室

西
方
地
域

日
時

10
月
30
日
（
金
）
18
時

30
分
か
ら

会
場　
関
東
ホ
ー
チ
キ
に
し
か

た
体
育
館
（
栃
木
市
西
方
総
合

文
化
体
育
館
）
２
階
会
議
室

問
都
市
計
画
課
☎

（21）
２
４
３
１

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
受
付
の
お
知
ら
せ

　

令
和
３・
４
年
度
中
に
市
が

行
う
建
設
工
事
及
び
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等
の

入
札
に
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
の
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

今
回
の
定
期
審
査
（
中
間
審
査

除
く
）
か
ら
、
県
と
県
内
15
市

町
が
共
同
で
申
請
受
付
を
行
う

「
共
同
受
付
制
度
」
を
導
入
し
、

申
請
窓
口
が
県
に
一
本
化
と
な

り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

条
件
・
提
出
書
類
等　
詳
し
く

は
県
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
手
引
き
、
要
領
等
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

①
建
設
工
事

10
月
19
日（
月
）〜
29
日（
木
）

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
等

10
月
１
日（
木
）〜
９
日（
金
）

申
請
方
法　
栃
木
県
電
子
申
請

シ
ス
テ
ム
か
ら
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
※
県
へ
の
申
請
が
必
須

と
な
り
、
本
市
の
み
を
申
請
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

書
類
提
出
方
法　

申
請
後
に
、

手
引
き
に
記
載
さ
れ
た
方
法
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

書
類
提
出
先　

〒
３
２
０‒

８
５
０
１　
栃
木
県
宇
都
宮
市

塙
田
１‒

１‒

20　

栃
木
県
県

土
整
備
部
監
理
課
建
設
業
担
当　

☎
０
２
８-

６
２
３-

２
３
９
０

問
契
約
検
査
課
☎

（21）
２
３
６
２

水
道
管
の
漏
水
調
査
を
行
い

ま
す

　
水
道
メ
ー
タ
ー
で
の
漏
水
音

確
認
の
た
め
、
敷
地
内
に
立
ち

入
ら
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

調
査
員
は
市
発
行
の
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
て
お
り
ま
す
。

調
査
時
期　
９
月
下
旬
〜
11
月

下
旬

調
査
箇
所　

入
舟
町
、
祝
町
、

片
柳
町
２
丁
目
、
片
柳
町
４
丁

目
、片
柳
町
５
丁
目
、河
合
町
、

境
町
、
薗
部
町
２
丁
目
、
薗
部

町
３
丁
目
、
薗
部
町
４
丁
目
、

平
井
町
、
富
士
見
町
、
湊
町
、

柳
橋
町

調
査
業
者　
栃
木
市
公
認
管
工

事
業
協
同
組
合

問
水
道
建
設
課
☎

（25）
２
１
１
６

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
を

行
い
ま
す

　
次
の
日
程
で
全
国
一
斉
に
訓

練
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
次
の

機
器
な
ど
か
ら
テ
ス
ト
放
送
が

流
れ
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

訓
練
日
時

10
月
７
日
（
水
）

11
時

放
送
内
容　
「
上
り
チ
ャ
イ
ム

＋
『
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
』＋
下
り
チ
ャ
イ
ム
」

放
送
さ
れ
る
機
器　

屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
（
１
８
５
か
所
）
／

防
災
ラ
ジ
オ
（
自
動
起
動
し
ま

す
）
／
Ｆ
Ｍ
く
ら
ら
８
５
７
の

緊
急
割
り
込
み
放
送

問
危
機
管
理
課
☎

（21）
２
５
５
１

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　
生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬
に

は
、
登
録
（
生
涯
に
１
回
）
と

狂
犬
病
予
防
注
射（
毎
年
１
回
）

が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
飼
い
主
の
方
は
、
こ
の

機
会
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

登
録
済
み
で
本
年
度
の
予
防
注

射
が
済
ん
で
い
な
い
犬
の
飼
い

主
の
方
に
は
、
案
内
ハ
ガ
キ
を

送
付
し
ま
す
の
で
会
場
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
都
合
が
悪
く
参

加
で
き
な
い
場
合
は
、
動
物
病

院
で
も
注
射
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
犬
の
死
亡
や
住
所
変
更
の

場
合
は
、
問
合
先
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
会
場　
左
表
の
と
お
り

料
金

注
射:

１
頭　
３
，
５
０
０
円

登
録
と
注
射:

１
頭　

６
，

５
０
０
円

（
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。）

※
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
３
密
を

避
け
る
よ
う
実
施
し
ま
す
。
マ

ス
ク
を
着
用
の
上
お
こ
し
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
体
調
が
悪
い
方

は
来
場
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

※
諸
般
の
事
情
に
よ
り
急
遽
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
環
境
課　

  

☎
（21）
２
１
４
１

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

10
月
１
日
（
木
）
か
ら
10
日

（
土
）
は
「
な
が
ら
見
守
り

活
動
」
推
進
運
動
！

　
「
な
が
ら
見
守
り
活
動
」
と

は
、
子
供
の
登
下
校
時
間
帯
に

合
わ
せ
て
、散
歩
や
買
い
物
等
、

日
常
の
活
動
を
行
い
な
が
ら
子

供
た
ち
を
見
守
る
活
動
の
事
で

す
。
栃
木
市
で
は
、
子
供
た
ち

の
安
全
を
守
る
た
め
に
警
察
と

連
携
し
て
、
市
民
の
皆
様
が
日

常
の
活
動
の
中
で
無
理
な
く
出

来
る
「
な
が
ら
見
守
り
活
動
」

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
積
極

的
な
見
守
り
活
動
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課
☎

（21）
２
１
２
９

栃
木
警
察
署
生
活
安
全
課

　
　
　
　
　
　
☎

（25）
０
１
１
０

予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談
の

ご
案
内（
栃
木
年
金
事
務
所
）

　
栃
木
年
金
事
務
所
で
は
、
予

約
制
に
よ
る
年
金
相
談
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

相
談
時
間　
月
曜
日
（
休
日
明

け
初
日
）:

８
時
30
分
〜
18
時

火
曜
日
か
ら
金
曜
日:

８
時
30

分
〜
16
時

第
２
土
曜
日:

９
時
30
分
〜
15
時

※
代
理
の
方
（
配
偶
者
や
ご
家

族
含
む
）
に
よ
る
ご
相
談
の
場

合
に
は
、委
任
状
が
必
要
で
す
。

予
約
方
法　
相
談
希
望
日
１
か

月
前
か
ら
可
能
。
予
約
受
付
の

際
に
、基
礎
年
金
番
号
、氏
名
、

電
話
番
号
、
相
談
内
容
を
確
認

し
ま
す
。

電
話
受
付
時
間:

平
日
８
時
30

分
〜
17
時
（
12
月
29
日
〜
１
月

３
日
を
除
く
）

※
予
約
状
況
に
よ
り
、
希
望
日

時
を
調
整
す
る
場
合
あ
り
。

問
日
本
年
金
機
構

予
約
受

付
専
用
電
話

　
　
☎
０
５
７
０

（05）
４
８
９
０

栃
木
年
金
事
務
所

　
　
　
　

    

☎
（22）
４
６
９
７

10
月
19
日
〜
25
日
は
行
政
相

談
週
間
で
す

　
行
政
相
談
と
は
、
道
路
や
河

川
の
整
備
、
税
金
、
年
金
、
そ

の
他
国
や
県
、
市
役
所
等
で

行
っ
て
い
る
仕
事
に
対
す
る
苦

情
や
意
見
・
要
望
を
聴
き
、
そ

の
声
を
解
決
・
改
善
に
役
立
て

る
も
の
で
す
。

　
日
ご
ろ
、
皆
さ
ん
の
身
近
な

と
こ
ろ
で
、
行
政
と
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
、
相
談
を
受
け
活
躍

し
て
い
る
方
が
、
行
政
相
談
委

員
で
す
。
市
役
所
な
ど
の
相
談

所
で
定
期
的
に
相
談
を
受
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
市
民
生
活
課
☎

（21）
２
１
２
１

岩舟総合支所

西方総合支所

都賀総合支所

藤岡総合支所

大平総合支所

本庁

〒329-4392
　岩舟町静5133-1
☎55-7751
FAX55-4910

〒322-0692
　西方町本城1
☎92-0300
FAX92-2611

〒328-0192
　都賀町家中5982-1
☎29-1100
FAX28-0169

〒323-1192
　藤岡町藤岡1022-5
☎62-0900
FAX62-4625

〒329-4492
　大平町富田558
☎43-9205
FAX43-8818

〒328-8686
　万町9-25
☎22-3535
FAX21-2673

休日にお困りの時は
本庁日直☎（22）3535

お
知
ら
せ

犬の登録と狂犬病予防接種　日程と会場
※ご都合のよい会場でお受けください

期　日 時　間 会　場

太
平
地
域

9/28
（月）

8:30 ～ 9:10 大平東地区公民館
9:25 ～ 10:05 大平南体育館
10:20 ～ 11:00 西水代集会所
11:15 ～ 11:55 大平西地区公民館
12:10 ～ 12:50 おおひら歴史資料館

藤
岡
地
域

9/29
（火）

9:00 ～ 9:30 部屋地区公民館
9:50 ～ 10:10 赤麻地区公民館
10:30 ～ 11:00 藤岡総合体育館
11:20 ～ 11:50 藤岡文化会館　西側
12:10 ～ 12:40 三鴨地区公民館

岩
舟
地
域

9/30
（水）

9:10 ～ 9:40 小野寺地区公民館
10:00 ～ 10:20 岩舟健康福祉センター遊楽々館
10:50 ～ 11:20 岩舟公民館
11:40 ～ 12:10 静和地区公民館

西
方

10/1
（木）

8:30 ～ 9:00 真名子夢ホール

9:30 ～ 10:00 関東ホーチキにしかた体育館                                             
( 西方総合文化体育館）

都
賀

10:30 ～ 11:00 大柿コミュニティセンター
11:30 ～ 12:00 木コミュニティセンター
12:30 ～ 13:00 都賀南部コミュニティセンター

10/3
（土）

9:00 ～ 10:00 藤岡総合支所
10:30 ～ 11:30 岩舟総合支所
12:00 ～ 13:00 大平総合支所

10/4
（日）

9:30 ～ 10:30 西方総合支所
11:00 ～ 12:00 都賀総合支所

栃
木
地
域

10/8
（木）

9:00 ～ 9:20 永野川緑地公園
9:40 ～ 10:00 皆川公民館
10:20 ～ 10:40 寺尾南小学校跡地
11:20 ～ 11:40 寺尾公民館
12:00 ～ 12:20 星野河川公園

10/9
（金）

9:00 ～ 9:20 大宮公民館
9:40 ～ 10:00 国府公民館
10:40 ～ 11:00 吹上公民館
11:30 ～ 11:50 老人福祉センター福寿園

10/10
（土）

9:00 ～ 9:20 栃木県南児童相談所
9:40 ～ 10:00 大宮南小学校
10:30 ～ 10:50 栃木西中学校　
11:30 ～ 11:50 栃木第三小学校
12:10 ～ 12:40 総合運動公園　緑の家
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建
物
の
新
築
・
増
築
・
取
壊
・

用
途
変
更
連
絡
の
お
願
い

　
固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税

は
、
毎
年
１
月
１
日
を
基
準

日
（
賦
課
期
日
）
と
し
て
、
課

税
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
中

に
建
物
を
新
築
・
増
築
・
取
壊

（
滅
失
）・
用
途
変
更
し
た
場
合

に
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
税
額

が
変
更
に
な
り
ま
す
。
建
物
の

不
動
産
登
記
を
変
更
し
て
い
な

い
場
合
や
登
記
し
て
い
な
い
建

物
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

資
産
税
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
登
記
し
て
あ
る
建

物
の
名
義
変
更
は
法
務
局
へ
の

申
請
が
必
要
で
す
。

問 

資
産
税
課  

☎
（21）
２
２
７
１

市
税
等
の
納
付
は
安
心
・
便

利
な
口
座
振
替
を

受
付
窓
口　

市
役
所
本
庁
舎
、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
各

支
所
・
出
張
所
、
取
扱
金
融
機

関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
直
接
最

寄
り
の
郵
便
局
へ
申
込
み
）

用
意
す
る
も
の　
通
帳
、
届
出
印

利
用
で
き
る
金
融
機
関　
市
内

に
店
舗
の
あ
る
金
融
機
関
及
び

三
井
住
友
銀
行
（
す
べ
て
の
本

支
店
が
利
用
可
）

口
座
振
替
の
開
始　
申
込
日
の

翌
月
末
以
降
の
納
期
か
ら

問 

収
税
課　

  

☎
（21）
２
７
６
７

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
の
実

施
に
つ
い
て

日
時　
10
月
29
日
（
木
）
14
時

～
16
時

場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）

対
象　
身
体
障
が
い
（
肢
体
不

自
由
）
の
あ
る
方

内
容　
栃
木
県
障
害
者
総
合
相

談
所
に
よ
る
医
師（
整
形
外
科
）

と
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
に
よ
る
相

談
会
（
障
が
い
に
つ
い
て
の
医

療
相
談・リ
ハ
ビ
リ
相
談
な
ど
）

を
行
い
ま
す
。

定
員　
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
先
着
順

費
用　
無
料

申
込　
10
月
14
日
（
水
）
ま
で

に
問
合
先
ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
生
活
課
ま
で

問 

障
が
い
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
２
０
３

骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事

業
に
つ
い
て

　
正
常
な
血
液
を
作
り
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
白
血
病
な
ど
の

患
者
に
対
し
、
健
康
な
方
の
骨

髄
か
ら
血
液
を
作
る
も
と
に
な

る
造
血
幹
細
胞
を
採
取
し
、
患

者
に
移
植
す
る
治
療
法
を
骨
髄

移
植
と
い
い
ま
す
。

　
市
で
は
骨
髄
等
の
移
植
の
推

進
や
ド
ナ
ー
登
録
の
推
進
の
た

め
、骨
髄
等
を
提
供
し
た
方（
ド

ナ
ー
）
及
び
ド
ナ
ー
を
雇
用
す

る
事
業
所
等
に
対
し
、
助
成
金

を
交
付
し
ま
す
。
助
成
を
受
け

る
場
合
、
骨
髄
等
の
提
供
が
完

了
し
た
日
か
ら
90
日
以
内
に
申

請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

助
成
金
額

ド
ナ
ー　
通
院
・
入
院
に
要
し

た
日
数
（
上
限
10
日
間
）
×

２
万
円

事
業
所　
通
院
・
入
院
に
要
し

た
日
数
（
上
限
10
日
間
）
×

１
万
円

対
象

ド
ナ
ー　
骨
髄
等
を
提
供
し
た

日
に
栃
木
市
に
住
所
が
あ
る
／

骨
髄
バ
ン
ク
に
ド
ナ
ー
登
録
し

て
い
る
／
骨
髄
等
の
提
供
を
完

了
し
、
そ
れ
を
証
明
す
る
書
類

の
交
付
を
受
け
て
い
る

事
業
所　
ド
ナ
ー
を
雇
用
し
て

い
る
国
内
の
事
業
所（
官
公
庁
、

独
立
行
政
法
人
を
除
く
）

申
込　
問
合
先
ま
で

問 

健
康
増
進
課
☎

（25）
３
５
１
１

10
月
は
『
都
市
緑
化
月
間
』

で
す

　
国
で
は
、
毎
年
10
月
１
日
か

ら
31
日
ま
で
を
『
都
市
緑
化
月

間
』
と
し
、
都
市
緑
化
を
推
進

す
る
た
め
の
各
種
事
業
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
都
市
に
お
け
る
緑

の
保
全
・
創
出
な
ど
に
つ
い
て

考
え
、
緑
豊
か
な
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

※
た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
各
種
事
業
を

中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

問 

公
園
緑
地
課
☎

（21）
２
４
１
３

10
月
は
『
土
地
月
間
』
で
す

　
適
正
な
土
地
取
引
・
土
地
利

用
で
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

大
規
模
な
土
地
の
取
引
に
は
届

出
が
必
要
で
す
。

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ

い
て
売
買
な
ど
の
取
引
を
行
っ

た
場
合
、
国
土
利
用
計
画
法
に

基
づ
き
、
そ
の
利
用
目
的
な
ど

の
届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
の
必
要
な
取
引
面
積

市
街
化
区
域　
２
，
０
０
０
㎡

以
上
／
そ
の
他
の
区
域　

５
，

０
０
０
㎡
以
上

※
個
々
の
面
積
は
小
さ
く
て
も
、

取
得
す
る
土
地
の
合
計
が
右
記

の
面
積
以
上
と
な
る
場
合
（
一

団
の
土
地
）に
は
、
個
々
の
契
約

ご
と
に
届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
の
必
要
な
取
引　

売
買
、

交
換
、
共
有
持
分
の
譲
渡
、
営

業
譲
渡
、
譲
渡
担
保
、
権
利
金

等
の
一
時
金
を
伴
う
地
上
権
、

賃
借
権
の
設
定
、
譲
渡
な
ど

届
出
方
法　
権
利
取
得
者
（
買

主
）
は
契
約
日
か
ら
２
週
間
以

内
（
契
約
日
を
含
む
）
に
土
地

売
買
等
届
出
書
等
一
式
を
１
部

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

都
市
計
画
課
☎

（21）
２
４
３
１

10
月
１
日
は
浄
化
槽
の
日

　
浄
化
槽
は
、
快
適
な
生
活
環

境
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
水
環

境
を
守
る
た
め
、
台
所
や
風
呂

な
ど
の
生
活
雑
排
水
と
し
尿
を

い
っ
し
ょ
に
処
理
し
て
綺
麗
な

水
を
放
流
す
る
個
別
設
置
型
の

処
理
施
設
で
す
。

　

正
し
く
機
能
さ
せ
る
た
め

に
、
生
ゴ
ミ
や
油
脂
分
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙
は

流
さ
な
い
な
ど
適
正
に
使
用
す

る
ほ
か
、
浄
化
槽
法
に
よ
り
設

置
者
に
次
の
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

保
守
点
検　
浄
化
槽
の
本
体
や

機
械
の
点
検
・
修
理
、
消
毒
剤

の
補
充
な
ど
を
行
う
も
の
で
、

県
の
登
録
を
受
け
た
浄
化
槽
保

守
点
検
業
者
に
委
託
し
、
定
期

的
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

清
掃　
処
理
機
能
の
低
下
を
防

ぐ
た
め
、
汚
泥
を
抜
き
取
り
槽

内
を
掃
除
す
る
も
の
で
、
市
の

許
可
を
受
け
た
浄
化
槽
清
掃
業

者
に
委
託
し
、
年
に
１
回
以
上

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

法
定
検
査
（
11
条
検
査
）　

正

常
に
機
能
し
て
い
る
か
確
認
す

る
た
め
、
定
期
的
な
保
守
点

検
の
ほ
か
に
、
処
理
水
の
水

質
検
査
を
県
の
指
定
検
査
機

関
「（
一
社
）
栃
木
県
浄
化
槽

協
会
（
☎
０
２
８-

６
３
３-

１
６
５
０
）」
で
毎
年
１
回
受

け
る
も
の
で
、
手
続
き
は
浄
化

槽
保
守
点
検
業
者
に
委
託
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
へ

　
し
尿
の
み
を
処
理
す
る
「
単

独
処
理
浄
化
槽
」
で
は
、
生
活

雑
排
水
を
処
理
せ
ず
に
そ
の
ま

ま
放
流
す
る
た
め
、
し
尿
と
生

活
雑
排
水
を
い
っ
し
ょ
に
処
理

す
る
「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
と

比
べ
て
８
倍
も
汚
れ
た
水
が
流

さ
れ
て
い
ま
す
。
下
水
道
や
農

業
集
落
排
水
の
予
定
が
な
い
地

域
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
補
助
金
が
あ
り
ま
す
の

で
、
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合

併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え

を
お
願
い
し
ま
す
。
補
助
金
は

必
ず
工
事
前
に
申
請
し
て
交
付

決
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
申

請
に
は
書
類
の
作
成
や
準
備
に

専
門
的
知
識
が
必
要
な
た
め
、

工
事
業
者
、
保
守
点
検
業
者
等

に
ご
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

問 

下
水
道
建
設
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
４
２
１

10
月
15
日（
木
）～
21
日（
水
）

は
違
反
建
築
防
止
週
間

　
建
築
基
準
法
を
守
っ
て
建
築

物
を
建
て
る
こ
と
や
適
正
に
維

持
管
理
す
る
こ
と
は
、
生
命
、

健
康
及
び
財
産
を
守
り
、
良
い

住
環
境
を
生
み
出
し
ま
す
。

違
反
建
築
物
を
な
く
す
た
め
に

　
建
築
物
を
建
築
す
る
と
き
は

事
前
に「
確
認
申
請
」を
行
い
、

確
認
済
証
の
交
付
を
受
け
な
け

れ
ば
着
工
で
き
ま
せ
ん
。
コ
ン

テ
ナ
ハ
ウ
ス
（
ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ

ス
、
プ
レ
ハ
ブ
）、
車
庫
、
農

業
用
倉
庫
な
ど
の
新
築
や
増
改

築
も
、確
認
申
請
が
必
要
で
す
。

建
築
士
な
ど
専
門
的
な
知
識
を

も
っ
た
人
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
期
間
中
の
平
日
は
、
問
合

先
に
て
建
築
全
般
に
つ
い
て
の

相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

10
月
は
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
強

化
月
間

　
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
実
効

性
を
確
保
す
る
た
め
、
期
間
中

職
員
が
現
場
に
伺
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
無
届
け
で
解
体
さ
れ
て
い
る

現
場
へ
の
指
導
／
適
切
な
解
体

状
況
の
確
認
／
無
許
可
業
者
の

取
締
り
の
た
め
、
建
設
業
許
可

標
識
・
解
体
登
録
標
識
の
工
事

現
場
へ
の
提
示
確
認
。

※
届
出
済
シ
ー
ル
の
現
場
標
識

へ
の
貼
り
付
け
状
況
も
併
せ
て

確
認
し
ま
す
。

問 

建
築
課　

  

☎
（21）
２
４
４
１

令
和
２
年
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
「
そ
の
火
事
を　

防

ぐ
あ
な
た
に　

金
メ
ダ
ル
」

　
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季

と
な
り
ま
す
。
火
の
元
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

自
宅
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
は

定
期
的
な
点
検
が
必
要
で
す
。

点
検
ひ
も
を
引
く
か
点
検
ボ
タ

ン
を
押
す
事
で
点
検
す
る
事
が

で
き
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報

器
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
お
宅

が
あ
り
ま
し
た
ら
至
急
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。

期
間　
11
月
９
日
（
月
）
～
15

日
（
日
）

問 

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　
☎

（22）
０
０
７
２

あ
な
た
の
お
店
に
消
火
器
は

設
置
し
て
あ
り
ま
す
か
？

　
昨
年
の
10
月
１
日
か
ら
、
火
を

使
用
す
る
設
備
・
器
具
を
設
け
た

す
べ
て
の
飲
食
店
に
消
火
器
の

設
置
が
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
火
器
の
設
置
・
点
検
に
つ

い
て
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
消
防
本
部
ま
で
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問 

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　
☎

（22）
０
０
７
２

地
域
福
祉
基
金
へ
の
ご
寄
附　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
福
祉
の
増
進
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
、
地
域
福
祉
基
金
へ
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
松
緑
神
道
大
和
山
栃
木
支
部　

様　
　
　
　
１
０
，
０
０
０
円

こ
の
寄
附
金
は
、
今
後
、
地
域

福
祉
の
た
め
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

問 

福
祉
総
務
課
☎

（21）
２
２
０
２

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
へ
の
寄
附
金
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
の
寄
附
金
を
、

以
下
の
皆
様
よ
り
い
た
だ
き
ま

し
た
。

・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
メ
ロ
ー　

代
表　
青
木　
良
一　
様

・
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

宇
都
宮
支
社
栃
木
営
業
所　
様

　
今
後
、
感
染
症
指
定
医
療
機

関
の
支
援
や
感
染
症
対
策
に
係

る
事
業
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
そ
の
他
、
非
公
表
希
望
の
皆

様
か
ら
も
寄
附
や
マ
ス
ク
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
室　
☎

（21）
２
１
４
７

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
の
物
品
の
寄
附
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
に
、
メ
デ
ィ
サ

イ
エ
ン
ス
・
エ
ス
ポ
ア
株
式
会

社
代
表
取
締
役　
松
本
高
明
様

よ
り
抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
を

寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。
岩
舟

総
合
支
所
内
で
の
感
染
症
予
防

に
活
用
い
た
し
ま
す
。

問 

岩
舟
地
域
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
☎

（55）
７
７
５
１

募

集

新
生
栃
木
市
10
周
年
記
念　

景
観
賞
募
集

　
良
好
な
景
観
形
成
の
推
進
に

寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
、
建

築
物
（
平
成
22
年
３
月
29
日
合

併
後
に
完
成
し
た
も
の
に
限

る
）、
工
作
物
や
樹
木
等
に
つ

い
て
、
そ
の
所
有
者
、
設
計

者
、
ま
た
は
施
工
者
を
表
彰
し

ま
す
。

募
集
期
間　

10
月
１
日
（
木
）

～
11
月
16
日
（
月
）

対
象　
栃
木
市
内
に
お
い
て
、募

集
期
間
ま
で
に
完
成
し
、道
路
等

の
公
共
の
場
所
か
ら
自
由
に
み

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。
ま
た

は
、一
般
に
開
放
さ
れ
た
も
の
。

募
集
方
法　
所
定
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
問
合

先
へ
提
出

※
詳
細
、
応
募
用
紙
等
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

問 

都
市
計
画
課
☎

（21）
２
４
３
２

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
広
告
掲
載

募
集
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
度
版
ご
み
と
資
源

の
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載

す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

作
成
予
定
枚
数　
７
２
，
０
０
０

枚
（
Ｂ
３
両
面
カ
ラ
ー
刷
り
）

配
付
対
象　
栃
木
市
民

配
布
方
法　
広
報
と
ち
ぎ
３
月

号（
令
和
３
年
２
月
19
日（
金
）

配
布
予
定
）
に
て
全
戸
折
込
の

ほ
か
市
役
所
本
庁
舎
、
各
総
合

支
所
の
窓
口
に
て
配
布

広
告
掲
載
位
置
及
び
サ
イ
ズ　

カ
レ
ン
ダ
ー
下
部　

４
枠
×
２

段
の
計
８
枠
（
両
面
に
同
内
容
を

掲
載
）、
１
枠 

縦
45
㎜
×
横
86
㎜

※
募
集
枠
を
越
え
る
申
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。

掲
載
料
金　
８
０
，
０
０
０
円

（
１
枠
）

受
付
期
間　

10
月
１
日
（
木
）

～
30
日
（
金
）（
平
日
８
時
30

分
か
ら
17
時
15
分
）
に
、
広
告

掲
載
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、広
告
原
稿（
カ
ラ
ー

刷
り
）
を
添
え
て
、
と
ち
ぎ
ク

リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
梓
町
）
へ
直

接
ま
た
は
郵
送
で
提
出

問 

環
境
課　

  

☎
（31）
２
４
４
７



10広報とちぎ　１０月号２０２０（令和２）年９月１８日 発行 募集・催し・講座

栃
木
市
社
会
福
祉
施
策
推
進

委
員
会
公
募
委
員
の
募
集

社
会
福
祉
施
策
の
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め

に
設
置
し
た
栃
木
市
社
会
福
祉

施
策
推
進
委
員
会
の
委
員
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

募
集
人
員　
２
人
程
度

任
期

11
月
26
日
（
木
）
か
ら

２
年
間

応
募
資
格　
市
内
在
住
で
、
本

市
の
社
会
福
祉
に
関
心
が
高

く
、
平
日
昼
間
に
開
催
さ
れ
る

委
員
会
に
出
席
で
き
る
方
（
現

在
、
本
市
の
審
議
会
等
の
委
員

を
２
つ
以
上
兼
務
し
て
い
る
方

を
除
く
）

報
償　
日
額
４
，
０
０
０
円

応
募
方
法

10
月
23
日
（
金
）

ま
で
に
、
所
定
の
応
募
用
紙
（
福

祉
総
務
課
、
各
総
合
支
所
市
民
生

活
課
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設
置
）

に
必
要
事
項
及
び
委
員
と
し
て

の
抱
負
（
２
０
０
字
程
度
）
を
記

入
の
う
え
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
直
接
問
合
先
へ
提
出
。

選
考
方
法　
書
類
選
考
、
必
要

に
応
じ
面
接
を
行
い
ま
す
。

問
福
祉
総
務
課
☎

（21）
２
２
０
１

FAX
（21）
２
６
８
２

入
居
者
募
集
情
報

市
営
住
宅
　

城
内
南
市
営
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ

２
戸
（
３
階
）
※
単
身
者
可

城
内
市
営
住
宅　
３
Ｄ
Ｋ　
１

戸
（
４
階
）
※
単
身
者
可

平
柳
市
営
住
宅　
３
Ｄ
Ｋ　

１

戸
（
２
階
）
※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
有

川
原
田
市
営
住
宅
（
シ
ル
バ
ー

ハ
ウ
ジ
ン
グ
）　

２
Ｄ
Ｋ　

１

戸
（
１
階
）
※
高
齢
者
の
方

（
60
歳
以
上
の
単
身
者
、
双
方

ま
た
は
一
方
が
60
歳
以
上
の
夫

婦
の
み
の
世
帯
、
60
歳
以
上
の

方
の
み
の
世
帯
）
の
み
申
込
可

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ
イ

ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得
月

額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳　
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
（
78
．
45
平
方
㍍
）　

１
戸　

家
賃
６
万
９
千
円
／
月

共
通
事
項

申
込
期
間

10
月
５
日
（
月
）

〜
９
日
（
金
）　

８
時
30
分
〜

17
時

入
居
日

11
月
１
日
（
日
）

※
駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
、

家
賃
の
他
に
駐
車
場
料
金
（
月

２
，
７
０
０
円
／
台
）
が
か
か

り
ま
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
、
募
集
住
戸
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
申
込
先
へ
。

問
宅
建
と
ち
ぎ
公
営
住
宅
管

理
セ
ン
タ
ー　
☎

（21）
８
６
７
７

栃
木
市
防
災
会
議
公
募
委
員

募
集

募
集
人
数　
３
人
以
内
（
市
内

在
住
）※
応
募
多
数
の
場
合
は
、

男
女
比
を
考
慮
し
た
う
え
書
類

選
考
に
よ
り
選
出

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

（
12
月
か
ら
令
和
４
年
11
月
ま

で
を
予
定
）
年
２
回
程
度
の
会

議
を
予
定
（
平
日
、
昼
間
）

対
象　
地
域
防
災
に
関
心
の
あ

る
方
（
本
市
の
審
議
会
等
の
委

員
を
２
つ
以
上
兼
務
し
て
い
る

方
を
除
く
）

会
議
内
容

　
栃
木
市
地
域
防
災
計
画
の
改

訂
に
関
す
る
こ
と
。

　
栃
木
市
水
防
計
画
そ
の
他
の

水
防
に
関
す
る
重
要
な
事
項
の

審
議
に
関
す
る
こ
と
。

　
防
災
に
関
す
る
重
要
な
事
項

の
審
議
に
関
す
る
こ
と
。

委
員
報
酬　

１
回
に
つ
き
４
，

０
０
０
円
（
交
通
費
等
の
支
給

な
し
）

申
込

10
月
19
日
（
月
）
ま
で

に
応
募
用
紙
（
問
合
先
窓
口
で

配
布
、
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
を
問
合
先
へ
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
持
参
に
よ
り
提
出

問
危
機
管
理
課
☎

（21）
２
５
５
１

FAX
（21）
２
６
７
５

献
血
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

　

命
を
救
え
る
身
近
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア「
献
血
」に
ご
協
力
下
さ
い

日
時

10
月
26
日
（
月
）
10
時

〜
11
時
45
分
、
13
時
〜
16
時

場
所　
栃
木
市
役
所
本
庁
舎
３

階　
正
庁

対
象

16
歳
〜
69
歳
の
方
。
た

だ
し
、
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い

て
は
60
歳
〜
64
歳
に
献
血
経
験

が
あ
る
方
に
限
る

内
容　
２
０
０
㎖ 
、
４
０
０
㎖ 

献
血
の
み
。
所
要
時
間
20
〜

30
分
程
度

問
健
康
増
進
課
☎

（25）
３
５
１
１

催

し

「
渡
良
瀬
遊
水
地
外
来
植
物

等
除
去
活
動
」
参
加
者
募
集

　
県
と
の
共
催
で
希
少
植
物
や

在
来
植
物
の
生
育
環
境
に
影
響

を
及
ぼ
す
外
来
植
物
等
の
除
去

活
動
を
実
施
し
ま
す
。
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
湿
地
で
あ
る
渡
良

瀬
遊
水
地
の
豊
か
な
自
然
を
未

来
に
つ
な
ぐ
た
め
、
ひ
と
り
で

も
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時

10
月
３
日
（
土
）
９
時

10
分
集
合
受
付　

作
業
時
間:

９
時
30
分
〜
10
時
30
分　
植
物

観
察
会:

10
時
40
分
〜
（
小
雨

実
施
・
荒
天
中
止
）

集
合
場
所　
部
屋
南
部
桜
づ
つ

み
公
園
駐
車
場（
藤
岡
町
部
屋
）

対
象　
ど
な
た
で
も

持
ち
物　
長
靴
、
長
そ
で
、
長

ズ
ボ
ン
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
マ

ス
ク
、
飲
み
物
、
参
加
票
、
刈

込
バ
サ
ミ
（
所
有
者
の
み
）

申
込　
除
去
活
動
の
申
込
は
不

要
（
た
だ
し
10
人
以
上
の
団
体

で
の
参
加
は
事
前
に
問
合
先

へ
）

植
物
観
察
会
は
前
日
ま
で
に
問

合
先
へ
要
予
約
（
先
着
40
人
）

そ
の
他　
受
付
時
の
混
雑
を
避

け
る
た
め
、
当
日
ご
自
宅
で
検

温
を
行
い
、
参
加
票
と
し
て
任

意
の
書
式
に
「
氏
名
・
住
所
・

年
齢
・
電
話
番
号
」
を
記
入
し

受
付
所
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問
渡
良
瀬
遊
水
地
課

　
　
　
　
　
　
☎

（62）
０
９
１
９

「
渡
良
瀬
遊
水
地
！
秋
の
谷

中
湖
一
周
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」

参
加
者
募
集

　
秋
の
風
を
感
じ
な
が
ら
渡
良

瀬
遊
水
地
を
自
転
車
で
散
策
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
谷
中
湖
を
ぐ

る
っ
と
一
周
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し

な
が
ら
、
遊
水
地
の
役
割
を
学

び
景
色
を
楽
し
み
ま
す
。
渡
良

瀬
遊
水
地
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
の
案

内
の
も
と
、
話
題
の
ス
ポ
ッ
ト

「
三
県
境
」
や
、
普
段
は
入
れ

な
い
貯
水
池
機
場
の
敷
地
や
流

入
堤
も
見
学
で
き
ま
す
！

日
時

10
月
24
日
（
土
）
９
時

30
分
集
合　

サ
イ
ク
リ
ン
グ:

９
時
45
分
〜
12
時
15
分
（
小
雨

実
施
・
荒
天
中
止
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
為
、
当
日
は
ご
自
宅

で
検
温
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

集
合
場
所　

渡
良
瀬
遊
水
地　

谷
中
湖　
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
前

対
象　
約
10
㎞
の
距
離
を
自
転

車
で
走
れ
る
小
学
生
以
上
の
方

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員

30
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

動
き
や
す
い
格
好
、

タ
オ
ル
、
帽
子
、
飲
み
物
、
マ

ス
ク
、
小
学
生
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

費
用　
自
転
車
を
持
参
さ
れ
る

方
は
無
料
。
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

を
利
用
の
方
は
大
人
用
４
０
０

円
、
子
ど
も
用
２
０
０
円

申
込

10
月
６
日
（
火
）
〜
16

日
（
金
）
に
問
合
先
へ

問
渡
良
瀬
遊
水
地
課

　
　
　
　
　
　
☎

（62）
０
９
１
９

遊
馬
の
時
間
・
秋
を
中
止
い

た
し
ま
す

　
本
年
10
月
に
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状

況
を
鑑
み
て
、参
加
者
の
安
心・

安
全
を
最
優
先
に
考
え
、
中
止

を
決
定
し
ま
し
た
。
来
年
夏
・

秋
の
開
催
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
参
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
藤
岡
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係（
渡

良
瀬
遊
水
地
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
城

内
）　　
　
　

☎
（62）
１
３
０
１

講

座

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

「
つ
ま
み
細
工
」
講
座

対
象　
市
内
在
住
か
在
勤
の
15

歳
か
ら
40
歳
以
下
の
方
（
学
生

は
対
象
外
）　

日
時

10
月
９
日
（
金
）
〜
11

月
27
日
（
金
）
19
時
〜
21
時　

全
８
回

場
所　
栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
（
日
ノ
出
町
）

内
容　
つ
ま
み
細
工
で
花
時
計

用
の
飾
り
を
作
り
ま
す
。

定
員

10
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
回
５
０
０
円

申
込　
９
月
28
日
（
月
）
か
ら

に
青
少
年
ホ
ー
ム
に
来
館
し
、

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
受
付
時

間:

平
日
13
時
〜
21
時
、
土
曜

17
時
〜
21
時

問
栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
☎

（22）
３
１
１
３

隣
保
館
短
期
講
座
「
草
花
を

ア
レ
ン
ジ
し
よ
う
！
」

　
「
草
花
の
ア
レ
ン
ジ
」
を
通

し
て
自
然
に
親
し
み
環
境
や
伝

統
に
目
を
向
け
、
人
権
な
ど
に

つ
い
て
も
楽
し
み
な
が
ら
学
び

ま
し
ょ
う
。　

日
時　
①
11
月
11
日（
水
）『
草

木
染
め
（
ス
オ
ウ
予
定
）』、
②

12
月
９
日
（
水
）『
ミ
ニ
門
松

づ
く
り
（
一
対
）』、
③
１
月
20

日
（
水
）『
プ
リ
ム
ラ
の
寄
せ

植
え
』　

各
９
時
30
分
〜
11
時

30
分

場
所　

栃
木
市
大
平
隣
保
館

（
大
平
町
新
）

対
象
者　
市
内
在
住
で
、
全
３

回
講
座
の
う
ち
２
回
以
上
参
加

の
で
き
る
方　

定
員

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

①
③
１
，
５
０
０
円
、

②
の
み
１
，
６
０
０
円
（
材
料

費
）

申
込

10
月
13
日
（
火
）
〜
問

合
先
へ
電
話
ま
た
は
直
接
（
受

付
時
間:

８
時
30
分
か
ら
17

時
）

問
大
平
隣
保
館
☎

（43）
６
６
１
１

いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会
炬火（きょか）台、炬火トーチデザイン募集

　令和４年に栃木県で開催する「いちご一会とちぎ国体」
および「いちご一会とちぎ大会」で使用する炬火台、
炬火トーチのデザインを募集しています。
（炬火とはオリンピックの聖火にあたるものです）
応募期間　10月 31日（土）まで
応募資格　栃木県内に在住、在学、在勤の方、又は在住、在学、在勤経
験のある方（個人・グループ又は法人、プロ・アマを問わない。）
その他　詳細は国体・大会公式ＷＥＢサイト（右のQRコード
参照）をご覧ください。
問いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会実行委員会事務局 （栃木県庁内）

☎０２８-６２３-３５０８
　スポーツ連携室 ☎（21）２５９２
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ス
ポ
ー
ツ

令
和
２
年
度
各
地
域
体
育
祭

の
中
止
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
に
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
、
次
の
体
育

祭
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

を
考
慮
し
、
中
止
と
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い

た
皆
様
に
は
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
平
地
域

大
平
地
区
体
育
祭

都
賀
地
域

都
賀
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

西
方
地
域

に
し
か
た
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

大
会
（
西
方
地
域
体
育
祭
）

岩
舟
地
域

岩
舟
地
区
体
育
祭

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　
☎

（25）
０
９
３
０

大
平
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
　
　
　
　
　
☎

（44）
０
７
６
６

藤
岡
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
　
　
　
　
　
☎

（62）
１
３
０
１

都
賀
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
　
　
　
　
　
☎

（27）
５
０
５
１

西
方
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
　
　
　
　
　
☎

（92）
０
８
６
６

岩
舟
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
　
　
　
　
　
☎

（55）
２
５
０
０

第
11
回
藤
岡
渡
良
瀬
テ
ニ
ス

ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

　
栃
木
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
テ
ニ

ス
部
が
主
催
す
る
初
心
者
か
ら

初
中
級
者
ま
で
を
対
象
と
し
た

テ
ニ
ス
教
室
で
す
。
当
日
は

シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ

ス
の
で
き
る
服
装
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
な
お
、
ラ
ケ
ッ
ト
が

無
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象　
初
心
者
、初
中
級
者（
小

学
４
年
以
上
）

日
時

10
月
10
日
〜
11
月
28
日

の
毎
週
土
曜
日
（
全
８
回
）
10

時
〜
12
時

場
所　
藤
岡
渡
良
瀬
運
動
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
藤
岡
町
藤
岡
）

定
員

20
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
，
０
０
０
円
（
当
日

収
納
）

申
込

10
月
７
日
（
水
）
ま
で

に
問
合
先
ま
で
電
話
申
込

問
藤
岡
地
区
ス
ポ
ー
ツ
協
会

事
務
局
（
藤
岡
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
）　
　
　
　
☎

（62）
１
３
０
１

秋
季
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室

日
時

11
月
７
日
〜
11
月
28
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日（
全
４
回
）

９
時
〜
11
時

場
所　
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
川
原
田
町
）

対
象　
小
学
生

定
員

20
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
，０
０
０
円
／
回（
当

日
）

申
込　
氏
名
、
学
年
、
電
話
番

号
、
保
護
者
氏
名
を
記
載
の
う

え
、
と
ち
ぎ
テ
ニ
ス
ガ
ー
デ
ン

へ
メ
ー
ル

✉tochigi-tgarden@
cc9.ne.jp

問
テ
ニ
ス
シ
ョ
ッ
プ
ベ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
☎

（51）
１
８
１
７

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　
☎

（25）
０
９
３
０

「法の日」司法書士無料法律相談
時 10 月 1 日 ( 木 ) ～ 7 日 ( 水 )9 時～ 17
時※土日除く場市内の各司法書士事務所（要
予約）※感染症対策の観点から今年度の特設
会場での相談会は中止することになりました
内無料で司法書士の業務に関する相談を行
います。問栃木県司法書士会 ☎ 028-614-
1122（予約・相談は、直接お近くの司法書
士事務所にご連絡ください）

税務署内部事務のセンター化の試行について
　国税庁では、複数の税務署の内部事務を専
担部署で集約処理する内部事務のセンター化
に取り組むこととしています。本年 10月か
ら新たに栃木署、佐野署を対象に試行を開始
します。以降、申告書や申請書・届出書等を
郵送により提出される場合は、「税務署事務
処理センター」宛に送付してください。
【名称】税務署事務処理センター (栃木 )、【設
置場所】栃木税務署内 ( 栃木市河合町１番
29号 栃木地方合同庁舎 )、【対象事務】申告
書の入力処理や申告内容についてのお尋ね文
書の発送などの内部事務、【書類等の送付先】
〒 328-8666　栃木税務署内　税務署事務
処理センター
　なお、税務署事務処理センターの設置は、
納税者の皆様の所轄税務署を変更するもので
はありません。納税証明書の交付や現金領収、
事前予約による面接相談等の窓口対応は、従
来どおりそれぞれの対象署で行います。
　また、対象署管内の納税者や税理士の皆様
に対し、「税務署事務処理センター」から電
話や文書により問合せをさせていただくこと
があります。問栃木税務署☎ (22)0885

中小企業退職金共済制度のご案内
内中小企業退職金共済制度（「中退共」）は、
中小企業のための国の退職金制度です。掛金
助成や税制上の優遇が受けられ、社外積立だ
から管理も簡単です。退職金は「中退共」に
おまかせください。詳しくは問合先へ。問独
立行政法人　勤労者退職金共済機構　中小企
業退職金共済事業本部☎ 03-6907-1234

日本将棋連盟栃木竜王会支部からのお知らせ
第 41 回栃木市文化祭「市民将棋大会」について
　毎年秋、10月に行われております本大会
について、本年度は新型コロナウィルスによ
る感染等による対策や情勢を役員会で考慮し
た結果、大会中止にすることを決定致しまし
た。楽しみにしていた方々は申し訳ございま
せんが、事情察知の上ご了承願います。
例会の再開
時 10 月 11 日（日）12時 40分受付 13時
対局開始（毎月第 2日曜日開催※開催時間
は変更しております。）場大宮公民館（大宮町）
対将棋の指せる方ならどなたでも可定 20 人
費大人 500円、女性・子供 300円内手合割
方式持ち時間各 20 分切れ負け。5局対局。
1位～ 3位まで入賞（参加賞あり）。新型コ
ロナウィルス対策をして開催します。要マス
ク着用。申当日受付
共通事項
内不明点及び詳細につきましては、日本
将棋連盟・栃木竜王会支部の Facebook
（h t t p s : / / www . f a c e b o o k . c om /
tochigiryuoukaisibu/）をご覧頂くか、問
合せ先にご連絡下さい。
問分須（わけす）☎ 090-2547-8210

シルバー人材センター入会説明会
時①10月5日(月 )②6日(火 )③7日(水 )
各 13 時 30 分～場①北部事業所 ( 都賀保健
センター 都賀町原宿 ) ②南部事業所 ( 藤岡
町大前 )、岩舟連絡所 ( 岩舟町下津原 )　③
キョクトウとちぎ蔵の街楽習館 (栃木市市民
交流センター /入舟町 )、大平連絡所 ( 大平
町西野田 )※栃木と大平、藤岡と岩舟は同日
開催です。対市内在住で働く意欲のある 60
歳以上の方申お住まいの地域の事業所へ（※
入会を希望される方は必ず説明会に出席下さ
い）問栃木事務局☎ (23)4165 南部事業所
☎ (62)1534 北部事業所☎ (27)8812 大平
連絡所☎ (43)0155 西方連絡所

シルバー人材センター刃物研ぎ
時 10 月 14 日（水） 9 時～ 12 時（申込み
は11時30分まで）場栃木保健福祉センター
西側シルバーセンター作業所前（今泉町 2
丁目）費包丁類 300 円～・刈込はさみ 600
円～ 問シルバー人材センター栃木事務局 ☎
（23）4165

県立県南産業技術専門校 技能講習
時 A:「アーク溶接特別教育」11月 17日（火）
～ 19 日（木）9時～ 17 時、B:「第一種電
気工事士技能試験準備講習」11月 17日（火）
～ 19 日（木）9時～ 16 時、C:「第二種電
気工事士技能試験準備講習」11月 24日（火）
～ 26日（木）9時～ 16時場栃木県立県南
産業技術専門校（足利市多田木町） 定 A・C：
各 20 人、B:10 人費各 5,040 円（栃木県収
入証紙にて支払い） 申開講日の 10日前まで
に問合先へ問栃木県立県南産業技術専門校 
☎ 0284-91-0803

写経を書いて明るく元気になろう︕
時① 10 月 10 日 ( 土 ) ② 16 日 ( 金 ) 各 10
時～ 12時場①岩舟公民館　②大平公民館対
どなたでも定なし費 400 円内じっくりと写
経体験します。申不要問生涯学習人材バンク
講師（中島）☎ 0276(73)7071

栃木市栃木文化祭 絵画展作品募集
時 10 月 30 日 ( 金 ) ～ 11 月 1 日 ( 日 ) 10 
時～ 17 時(11月1日は16時30分まで)場
栃木文化会館展示室 (旭町 ) 費出品料 2,000
円内規格 10号～ 50 号 1 人 1点。搬入 10
月 29 日 ( 木 )16 時 30 分～ 17 時 30 分申
出品申込書 ( 市役所文化課にあり ) に記入の
うえ 10月 3日 ( 土 ) 必着で郵送問栃木市絵
画協会（亀山）☎ (22)8637

「ケア・アシスタント」として働いてみませ
んか︕︕
　介護事業所において職員の業務をサポート
する「ケア・アシスタント」を募集します。
具体的な業務内容は、食事の配膳・片付け、
ベッドメイキング、清掃、話し相手、見守り
等です。時随時募集場とちぎ福祉プラザ（宇
都宮市若草）及び各事業所対ケア・アシスタ
ント職を希望する方、介護職に興味・関心の
ある方等（資格、経験は問いません）費無料
申問合先へ電話または来所（随時対応）問社
会福祉法人栃木県社会福祉協議会　福祉人
材・研修センター☎ 028-643-5622

10 月は全国不正軽油撲滅強化月間
　不正軽油に関する情報をお寄せください。
※不正軽油とは、軽油引取税の脱税を目的
に、軽油代替燃料として灯油や重油を混和す
る等して使用するものです。不正軽油に関わ
る者はすべて刑罰の対象になります。不正軽
油に関する情報は問合先または栃木県不正軽
油 110 番ウェブサイト内の情報提供フォー
ムへ。問不正軽油110番(栃木県税事務所内)
☎ (23)3862

預けて安心︕自筆証書遺言書の保管制度の開始
　令和２年７月１０日から、全国の法務局（栃
木県内においては、宇都宮地方法務局供託課
（本局）、日光支局、真岡支局、大田原支局、
栃木支局及び足利支局）において、自筆証書
遺言書をお預かりする「自筆証書遺言書の保
管制度」が始まりました。
　なお、この制度を利用するには、予約の上、
遺言者ご本人が法務局に来庁していただく必
要があります。
　また、従来どおり、自筆証書遺言書を自ら
保管することもできますし、公証役場におけ
る公正証書遺言を作成することもできますの
で、それぞれの特徴を踏まえて、ご判断くだ
さい。制度の詳細は、法務省ホームページ（「法
務省 遺言書保管」で検索）やパンフレット（法
務局窓口で配布）でご確認ください。
問宇都宮地方法務局☎ 028-623-0923

いつここ就活講座を開催します
時 10 月 20 日 ( 火 )・22 日 ( 木 ) 場キョク
トウとちぎ蔵の街楽習館 (栃木市市民交流セ
ンター /入舟町 ) 対 15 歳～ 49 歳の現在求
職中の方定 3 人費無料内 1 日目：適職検査、
2日目：履歴書面接対策申電話にて問合先ま
で問とちぎ県南若者サポートステーション☎
0285-25-7002

「海浜秋まつり」参加者募集
　地引網体験などの体験活動をとおして、自
然のすばらしさを体感しよう。時 10 月 31
日 ( 土 ) ～ 11 月 1 日 ( 日 ) 場とちぎ海浜自
然の家（茨城県鉾田市）対栃木県民定 200
人費大人 7,700 円、高校生 5,900 円、中
学生 5,000 円、小学生 4,800 円、3歳以上
4,000 円、3歳未満 300円（選択活動によっ
て、別途費用がかかります）内おまつり広場
（創作活動、ミニゲーム、サンマの網焼き）、
マグロの解体ショー、さつまいも堀り体験
とつぼ焼きいも試食、ナイトハイク、ハロ
ウィンパーティー、プール活動申 9 月 28日
（月）まで問とちぎ海浜自然の家☎ 0291-
37-4004

栃木県立博物館　10 月の行事
第 127 回企画展　貝ってすてき！～美しい
貝、とちぎの貝、大集合～
時 10 月 10 日（土）～ 12 月 20 日（日）
内色や模様、形が美しい貝、食材になってい
る貝、栃木県で暮らす貝の展示を通して、貝
の魅力に迫ります
テーマ展　おじいさんやおばあさんの子ども
のころの暮らし
時 7 月 18 日 ( 土 ) ～ 12 月 13 日 ( 日 ) 内
おおよそ大正～昭和中頃までの暮らしの道具
と、魔よけなどの儀礼を紹介します
3館連携共通テーマ「縄文」展　土偶とハニワ
時 8 月 29 日 ( 土 ) ～ 10 月 18 日 ( 日 ) 内
どこがどうちがうか知っていますか？ 考古
学界二大スターの紹介です
日光の手仕事
時 8 月 29 日 ( 土 ) ～ 12 月 20 日 ( 日 ) 内
日光彫、日光下駄など日光の伝統工芸品を紹
介します
日光産の標本から学名がついた動植物
時 10 月 10 日 ( 土 ) ～ 1 月 24 日 ( 日 ) 内
日光産の標本から学名がついた動植物を紹介
します
写山楼～谷文晁一門の絵画学習～
時 10 月 31 日 ( 土 ) ～ 12 月 20 日 ( 日 ) 内
関東文人画の祖といわれる谷文晁とその弟子
たちの絵画学習の様子を紹介します
県博デー
時 10月18日 (日 )内「博物館の日イベント」
を毎月第３日曜日に開催します。ご家族と、
お友達と、博物館でいろいろ学びながら楽し
く過ごしてみませんか！
上記共通事項 場栃木県立博物館（宇都宮
市睦町）費入館料のみ問栃木県立博物館☎
028-634-1312

市民活動やシルバー人材センター、
社会福祉協議会、県などから依頼さ
れた記事を掲載するコーナーです。

  時 日時    場 場所    対 対象    定 定員
  費 費用    内 内容    申 申込    問 問合先　

【
お
詫
び
と
訂
正
】

９
月
号
３
頁
に
掲
載
し
ま
し

た
「
栃
木
市
の
小
規
模
特
認

校
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
記
事
の

氏
名
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

誤　
「
大
宮
南
小
学
校
運
営
協

議
会
会
長
柏
崎
圭
二
さ
ん
」

正　
「
大
宮
南
小
学
校
運
営
協

議
会
会
長
柏
崎
桂
二
さ
ん
」
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時 日時  場 場所  対 対象  内 内容
定 定員  費 費用  持 持物  申 申込

児童館や支援センターのそのほかの行事やご案内は、市や各施設のホーム
ページでご覧いただけます。詳しくは、右のＱＲコードのリンク先へ！児童館・支援センターなどのお知らせ

子育てのお知らせ

子育て広場

『コロナ禍の中での地域の絆』

　２０１２年に学校・家庭・地域の連携を深め、市内の小中学
校の教育活動を支援する栃木型教育システムとしてスタートし
た「とちぎ未来アシストネット」は、今年で９年目を迎えました。

この間、学校支援ボランティア活動が活発に行われ、学校と家庭や地域の結びつ
きが太い絆となり、学校教育活動の活性化や充実が図られ、子どもたちの学びが
より豊かになりました。しかし、今年度は新型コロナウイルスの影響で学校の教
育活動が制限されるとともに、学校支援ボランティアの活動も実施が難しい状況
となりました。このような中でも、地域ボランティアの方々は、子どもたちのた
めの手作りマスクの寄贈、放課後の校舎内の
消毒、花壇や学校農園の整備管理など新型コ
ロナウイルスによる感染防止に配慮しながら、
子どもたちへ支援を続けています。アシスト
ネットに関わるボランティアの方々のご尽力
に感謝するとともに、一日も早く新型コロナ
ウイルス禍が終息することを願ってやみませ
ん。　　　　　　　生涯学習課 ☎ (21)2490　

■ペアレントトレーニング連続講座（全４回）
　自分らしく前向きな子育てができるよう、子どもの心の変化や発達の捉え方から、
長所の伸ばし方、ほめ方、困った時の対応の仕方などを専門家と学んでいきます。
日　時　10月 12日 ( 月 )、26日 ( 月 )、11月 16日 ( 月 )、30日 ( 月 )
　　　　時間はすべて 10時～ 11時 30分
場　所　栃木市こどもサポートセンター ( 城内町２丁目 )
対　象　市内在住で６歳以上のお子さんがいる保護者
　　　　（原則として４回の講座に参加できる方）
定　員　15人　　費用　無料
申　込　10月２日 (金 )17 時までに、問合先へ直接電話にて。

問 子育て支援課　こどもサポートセンター　☎（２０）７７０５

■ロタウイルスワクチンが10月から定期接種となります！
ロタウイルスワクチンは 10月１日から予防接種法に基づく定期接種となります。
対　象　令和２年８月１日以降に生まれたお子さん
接種期間と回数　１価ワクチン…生後６週０日から生後 24週０日までに２回
　　　　　　　　５価ワクチン…生後６週０日から生後 32週０日までに３回
料　金　無料
勧奨時期　生後２か月になる月初め
受け方　市内協力医療機関に予約をして、接種当日は母子健康手帳と記入した
　　　　予診票を持参してください。
　　　　※市外で接種を希望される場合は、事前に問合先までご連絡ください。
その他　９月までに接種済みの場合は、残りの回数を定期接種として行います。
　　　　令和２年７月までに生まれたお子さんへのロタウイルスワクチンの接種
　　　　費用一部助成事業は引き続き実施いたします。

問 健康増進課　☎（２５）３５１１
今月の Pick Up! 　 「さくら３Ｊホール」

こんにちは。さくら３J ホール児童館では、
『LEGOブロック』や『カプラ』コーナー、バスケッ
トボールやドッジボールを行える室内ホールが
あります。最近では、アニメでも大人気『鬼滅
の刃』が大流行
中です。ぬり絵
や、お絵かきで、

好きなキャラクターをたくさん描いています。
電話番号：☎（２２）７１００
利用時間：9時～18時・日曜祝日休

　　　　  　　詳しくはHPをご覧ください ⇒

施 設 名 各 施 設 か ら の お 知 ら せ ・ 今 月 の 主 な 行 事
いまいずみ児童館 ☎（27）5322
 9時～17時・水曜祝日休

じどうかんまつり～ハロウィンえんにち～時 10月 25日 (日 )13時～16時定 15組ずつ30分入れ替え制にて開催（先着順）内魔女の帽子作り、
たこやきボール入れゲームなど申 10月 10日 (土 )～ (空きがあれば当日可 )　☆その他のイベントはホームページをご確認ください。

そのべ児童館 ☎（20）6231
 9時～17時・木曜祝日休

きねんび☆ photo 撮影時 10月 7日（水）10時 30分～ ぺたぺたひろば時 10月 13日 (火 )、14日 (水 )10時 30分～ ベビービクス時 10月
19日 (月 )10時～対 1歳未満申 10月 9日 (金 )～ ハロウィン作り時 10月 28日 (火 )10時 30分～内ランタンとマント作ってパーティー

はこのもり児童センター ☎（24）4034
 9時～19時・水曜祝日休

おしゃれな和紙風エコランプ時 10 月 18日 ( 日 ) ① 14時～② 15時～定各時間 10人対小学生以上 18歳未満申当日 9時受付開始（電話可）
ハッピーハロウィン☆ 2020 時 10 月 31日 ( 土 )14 時～ 15時定 50 人対 18 歳未満（未就学児は保護者同伴）申当日 9時受付開始（電話不可）

地域子育て支援センター（とちぎ） ☎（23）2740
 9時～16時 30分・土日祝日休

子育て講座「ベビーヨガ」時 10 月 13日 ( 火 )10 時 30分～ 12時対 0 歳児と保護者 10組申 9 月 30日 ( 水 )9 時～電話にて なかよしタイムの
お友達と運動会時 10 月 14日 ( 水 )10 時～ 11時対 2 歳以上児と保護者申随時受付　★その他の講座、詳細はHPをご覧ください。

認定こども園さくら子育て支援センターゆめふうせん
 ☎（24）3900　9時～15時・土日休

親子ふれあい給食時 10 月 5日 ( 月 ) ほのぼの移動広場 ( イオン ) 時 10 月 6日 ( 火 )、20日 ( 火 ) 1.2 たいそう時 10 月 7日 ( 水 )  レッツ A・B・
C 時 10 月 14日 ( 水 ) 健康相談日・双子ちゃん遊ぼう時 10 月 19日 ( 月 ) リズム de ポン時 10 月 26日 ( 月 ) 

認定こども園おおみや幼児教育センター子育て支援センターふれあいポッケ
 ☎（27）8890　9時～14時・土日祝日休

ベビーマッサージ＆親子エアロビ時 10月 19日 (月 ) 対６ヶ月～1歳6ヶ月前後 みんなでおめでとう︕時①ハーフバースディ：10月 7日 (水 )
② 1・2・3ｔｈバースディ :9日 (金 ) ポッケ広場時 10月 22日 (木 )、23日 (金 )、28日 (水 ) ☆共通事項時 10時～申平日9時～15時

けやき保育園子育て支援センター きらり ☎（23）8905
 ☎（23）8905 10時～15時・土日祝休

身体測定・手形足形時 10月 5日 (月 )、21日 (水 )両日午前のみ 11 月のカレンダー作り時 10月 20日 (火 ) 
ベビーフォトガーランドをつくろう時 10月 22日 (木 )

とちぎおもちゃ図書館・たんぽぽ☎（51）3475
10時～12時、12時30分～15時30分・土（第1・3・5）日祝日休

ハンドトリートメント時 10 月 16日 ( 金 )10 時～ 12時対未就園児の保護者費無料定 10 組申事前に来館にて内スタッフがお子様と遊んでいる
間に、プロが施術いたします。ネイル１本お試しサービスあり　★お知らせ★開館日（月～金曜、第２・４土曜）おもちゃ貸出中

地域子育て支援センターおおひら ☎（43）1134
 9時～16時・月曜祝日休

あかちゃんサロン時 11月5日 (木 )又は19日 (木 ) 申 10月6日 (火 ) ママころころ時 11月10日 (火 ) 申 10月9日 (金 ) ころころ広場時 11月24
日 (火 ) 申 10月9日 (金 ) ベビーマッサージ時 11月26日 (木 ) 申 10月6日 (火 )　★時間・内容はホームページでご確認ください。

大平児童館 ☎（43）2350
8時３０分～17時 30分（７・８月は18時）・月曜祝日休

子どもフェスティバル～ハロウィンまつり～時 10月24日（土）①9時40分～②10時30分～③11時20分～④13時10分～⑤14時～⑥14時50分～（40分入替制）
対全年齢（乳幼児は保護者同伴）定各回20人費子ども1人500円（くじびき、工作、ゲーム、トートバッグ作り）申 10月1日（木）～11日（日）※期間内費用持参

大平みなみ児童館 ☎（43）9880
 8 時 30分～ 17時・月曜祝日休

チャレンジタイム時 10月17日 (土 )14時～内しっぽとりゲーム ハロウィンイベント時 10月21日 (水 )～31日 (土 )9時～16時内まちがい探しをしてお
菓子をＧＥＴ！ こどもクッキング時 10月24日 (土 )10時～場ゆうゆうプラザ（大平町西野田）対小学生内ハロウィンクッキー作り申 10月2日 (金 )9時～

フォレストキッズ保育園子育て支援センター エンジェル　　　　
  ☎（20）0808　 9時 30分～14時 30分・土日祝日休

演奏会～ジブリの音楽とともに～時 10 月 22日（木）10時 30分～ 11時 30分定 8 組申 9 月 28日（月）～
足つかみセミナー～接骨院の先生による講話～時 10 月 28日（水）10時 30分～ 11時 30分定 6 組申 9 月 28日（月）～

地域子育て支援センターふじおか ☎（62）5011
 9時～16時・土日祝日休

わくわくタイム　お芋堀り時 10月 8日 (木 )、予備日9日 (金 )10時 30分～11時 30分場小堀農園（藤岡町大前）対 1歳以上児と保護者内親子で
3株掘る定 5組費 400円 (当日集金 ) 持汚れてもよい服、子ども用長靴、手袋（軍手など）　★その他、行事の詳細や変更等は市ＨＰをご覧ください。

ふじおか幼稚園子育て支援センター もりのカフェ
 ☎（61）1152　10時～15時・土日祝日休

ハロウィン製作時 10月19日 (月 ) 10時 30分～対未就園児と保護者定 5組（先着順）費無料申 9/14(月 )10時～電話にて ベビーマッサージ時 10月
26日 (月 )10時30分～対妊婦さんから１歳前後の乳幼児内ベビーマッサージ、体重測定費 350円申不要　★詳細はふじおか幼稚園HPをご覧下さい。

地域子育て支援センターつが ☎（27）2122
 9時～16時・土日祝日休

すくすくタイム時①10月1日 (木 )②8日 (木 )③15日 (木 )④29日 (木 )全て10時30分～内①身体測定・窓飾り制作②ミニ運動会③ベビーマッサー
ジ④ハロウィン制作定全て5組申随時受け付けています　★詳細はＨＰをご覧下さい

地域子育て支援センターにしかた ☎（92）2900
 9時～17時・土日祝日休

季節の壁掛け制作時 10 月 7日 ( 水 )10 時 30分～ 11時 30分対未就園児と保護者定 5 組程度申事前申込 (電話又は来館 )　
★他、毎週水曜日開催 (詳細は右上のＱＲコードからご確認ください )

地域子育て支援センターいわふね ☎（55）7920
 9時～16時・土日祝日休

骨盤体操時 10月20日 (火 )13時30分～定 5組程度※前回受講できなかった方優先申 10月1日(木 )～持汗拭きタオル・飲み物・ヨガマット(持
込可 )  プチ・運動会ごっこ時 10 月 28日 ( 水 )10 時 30分～定 10 組申 10 月 1日 ( 木 ) ～持汗拭きタオル・飲み物・動きやすい服装

<お知らせ >掲載されたイベント等は、新型コロナウイルスの感染防止等の理由により、中止・変更になる場合がございます。
　　　　　　最新の情報は各施設にお問合せください。また、行事に参加される際は感染防止のため、マスクをご着用ください。

　10月 12日 ( 月 )、26日 ( 月 )、11月 16日 ( 月 )、30日 ( 月 )
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　子どもは２歳
ごろになると、
歩行も身
体つきも

しっかりとしてきます。気持ちの面でも自立心が芽生え始め、周囲の声か
けに「イヤ！」を連発するようになる、いわゆる「イヤイヤ期」がはじま
ります。
子どもの心が成長し「あれもこれもやりたい」という気持ちが強くなります。しかし、脳の
中で欲求を抑える機能を担う前頭前野が、2歳では発達途中のため適切に欲求を抑えること

ができません。子どもは3歳にかけて前頭前野の抑制機能が徐々に育つことで、我慢ができるようになります。

①まずは、子どもの気持ちをしっかりと受け止めます。大泣きしている時こそ、過剰に反応
せず子どもが落ち着くまで待ちましょう。②次は、子どもにじょうずな「選択肢」を出して

選ばせます。例えば、着替えるのが嫌な子には２～３着の中から「どれを着る？」などです。③最後に、ずっと理想の対応
をし続ける必要はありません。子どもと向き合う中で、時には失敗をしてもよいのです。

こうした時期はずっと続くものではありません、必ず終わりはきます。「いや」と言い張る
のは心の発達の通過点です。児童館や支援センターなどを利用して子どもの世界を広げてみ

ることで、お母さんやお父さんの気持ちが楽になることもあります。難しい時期
ですから、利用できるものはどんどん利用して乗り切っていきましょう。

どうして２歳？

イヤイヤ期の対応

いつまで続くの？

イヤイヤ期には、子どもとずっと一緒にいると息がつまってしまうという方も多いです。特に今年の場合はコロナの影響で家にこ
もりがちだと思われます。疲れがとれない、辛い、と感じる日が続く時には1人で悩まず相談をしてください。保健師や心理師が
ひとりひとりに合った子育てを一緒に考えるサポートをいたします。　　　健康増進課　すこやか子育て相談室　☎（25）3505

一人ひとりに合う子育てを
一緒に考えていきます

10 月にとちぎメディカルセンターとちのき、とちぎメディカルセンターしもつがにて予定されていた「市民公開講座」は、
新型コロナウイルス感染症の影響により、中止します。ご理解とご協力をお願いいたします。
問合先　とちぎメディカルセンターとちのき ☎（22）7722　／　とちぎメディカルセンターしもつが ☎（22）2551

広報とちぎ　１０月号 ２０２０（令和２）年９月１８日 発行健康情報コーナー健康情報コーナー

急患センター終了後、問合先

とちぎ救急電話相談

栃木市消防本部
　月～土曜日の22時以降 　　   ☎（22）0119
日曜・祝日・年末年始の21時以降   ☎（24）9999

（音声ガイダンス）　

急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が
相談に応じます。
子ども
　月曜日～土曜日　18時 ～翌朝8時
　日曜日・祝休日　24時間（8時～翌朝8時）
☎028-600-0099 プッシュ回線の場合 ＃8000
大人
　月曜日～金曜日　18時～22時
　土曜日・日曜日・祝休日　16時～22時　
　☎028-623-3344 プッシュ回線の場合 ＃7111

とちぎ医療情報ネット
県内の病院・診療所・歯科診療所・薬局等の情
報を提供するためのシステムです。
ホームページ 「とちぎ医療情報ネット」で検索

診療場所
　栃木地区急患センター（境町）　☎（22）8699

栃木地区急患センター

　救急診療は、急病の患者さんに対し応急的な
診療を行うものです。急病ではない患者さん
は、かかりつけ医師等の診療時間内に受診する
など、救急診療の正しい利用をお願いします。

診療時間等
　平 日 19時～22時（内科）
　休日（日曜日）　内科：9時～21時
　　　　　　　外科：9時～17時
　　　　　　  　小児科：18時～21時
　休日（祝祭日） 内科・外科 :9時～21時
※     当番医は変更になる場合もありますので、事
前に電話確認をしてからお出かけください。
※ 乳幼児の方が受診を希望する場合は、事前に
問い合わせ下さい。
※ 受付は、診療時間終了30分前までにお済ませ
ください。

休日・夜間救急診療

　様々な感染症の予防のためには、口腔ケアが重要であることをご存じですか？正しい知識を学び、適切な口腔ケア
の積み重ねで、健康を手に入れましょう！！ぜひこの機会にご自身のお口のケアを見直してみませんか？
日時　10月 20日 ( 火 )13 時 30分～ 14時 30分　　場所　大平健康福祉センター（ゆうゆうプラザ）
内容　おかもと歯科医院　岡本昌樹先生による講話・歯科衛生士による口腔ケアの話
対象　市内在住の方　　定員　20人　　費用　無料
申込　9月 28日（月）から電話またはメールにて。メールの場合、お住まいの地域・氏名
　　   ・生年月日・年齢・電話番号をご記載ください。
問合先　健康増進課　☎ (25) ３５１２　✉ kenkou04@city.tochigi.lg.jp

■健康あっぷ講座（口腔編）「感染症予防と口腔ケア」　

とちぎメディカルセンター 市民公開講座 ( 開催中止 )

　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、健診や教室等が中止や変更となる場合は、市ホームページや、個別の連絡にてお知らせします。
問合先　健康増進課　☎（25）3511・（25）3512乳幼児健診・成人健診等のご案内

１０月の当番医師
1 木金子（金子内科医院）
2 金熊倉（熊倉医院）
3 土青木（虎）（青木医院）

4 日嶋﨑（とちぎ診療所）渡辺（わたなべ内科循環器科クリニック）／小児：斉藤（伸）（さいとう小児科）
5 月獨協医科大学病院医師
6 火石川（TMC とちのき）
7 水永谷（大島医院）
8 木金子（金子内科医院）
9 金鈴木（すずきクリニック）
10 土獨協医科大学病院医師

11 日新崎（大平東診療所）長（大平ファミリークリニック）／小児：木内（TMC とちのき） 
12 月青木（虎）（青木医院）
13 火粟田口（栃木中央クリニック）
14 水石川（TMC とちのき）
15 木金子（金子内科医院）
16 金黒木（くろき内科クリニック）
17 土島田（均）（しまだクリニック）

18 日金子（金子内科医院）中野（誠）（中野病院）／小児：桜井（桜井こどもクリニック）
19 月獨協医科大学病院医師
20 火石川（TMC とちのき）
21 水石嶋（金田医院）
22 木中村（洋）（都賀中央医院）
23 金天海（天海内科）
24 土嶋﨑（とちぎ診療所）

25 日青木（虎）（青木医院）江田（江田クリニック）／小児：河口（修）（河口医院）
26 月石井（石井内科医院）
27 火石川（TMC とちのき）
28 水中元（中元内科医院）
29 木金子（金子内科医院）
30 金山門（山門クリニック）
31 土青木（謙）（あおき耳鼻咽喉科医院） １０・１１月の集団検診日程　～１年に１回検診を受けましょう～

月 日 曜日 会場 対象 月 日 曜日 会場 対象

10

6 火 大平ゆうゆうプラザ 女

11

4 水 大平ゆうゆうプラザ 女
8 木 栃木保健福祉センター　※1 女 6 金 栃木保健福祉センター　※１ 女
10 土 都賀保健センター 男女 9 月 岩舟遊楽々館 女
13 火 岩舟遊楽々館 男女 12 木 寺尾公民館　※２ 男女
16 金 栃木保健福祉センター 男女 13 金　 皆川公民館　※２ 男女
19 月 栃木保健福祉センター 女 15 日 栃木保健福祉センター 男女
21 水 北部ゆったり～な 女 16 月 藤岡保健福祉センター 男女
25 日 栃木保健福祉センター 女 18 水　 吹上公民館　※２ 男女
26 月 栃木保健福祉センター 男女 19 木 長寿園 男女
27 火 大平ゆうゆうプラザ 男女 26 木　 大平ゆうゆうプラザ 男女
28 水 栃木保健福祉センター 男女 27 金 岩舟遊楽々館 男女
29 木 藤岡保健福祉センター 男女

受付時間【１０月】７時３０分～１０時３０分　【１１月】８時～１１時 
　※1　９月16日、10月８日は託児サービスを実施します。（完全予約制。詳しくはけんしんガイドブックをご覧ください。）
　※2　11月 12日、13日、18日は受付時間が８時30分～10時 30分となります。

健康相談・栄養相談・禁煙相談
健康づくりや生活習慣の見直し、禁煙などについて、保健師や栄養士
が相談を受けます。※予約制です。事前に問合先までご連絡ください。

こころの健康相談
保健師、カウンセラーが相談に応じます。
※予約制です。事前に問合先までご連絡ください。
月 日 曜日 会場 相談時間

10
9 金 大平ゆうゆうプラザ ①13時30分～

②14時30分～
③15時30分～23 金 栃木保健福祉センター

母乳相談（１歳未満児）
※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

助産師による母乳相談 10月 21日（水）栃木保健福祉センター

子育て相談（乳幼児）
※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

体重測定、育児・栄養・
お口の相談
※ ふれあい遊び・交流は、
新型コロナウイルス感染拡
大防止のため行いません

日程 会場

10月 9日（金） 栃木保健福祉センター

11月27日（金） 大平ゆうゆうプラザ

両親教室
※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

内　容
会場／日程

栃木保健福祉センター

実習（お風呂の入れ方、
お着換え、おむつ交換、
抱っこの仕方）

10月16日（金）・30日（金）
11月  5 日（木）・18日（水）
12月  7 日（月）・18日（金）

乳幼児健診
※個別通知で案内した時間にお越しください。

月 日 曜日 地域（会場）
４か月児健診

10
12 月 栃木（栃木保健福祉センター）
22 木 大平（大平ゆうゆうプラザ）
29 木 栃木（栃木保健福祉センター）

９か月児健診

10
13 火 栃木（栃木保健福祉センター）
21 水 大平（大平ゆうゆうプラザ）
28 水 栃木（栃木保健福祉センター）

１歳６か月児健診

10 5 月 栃木（栃木保健福祉センター）
15 木 大平（大平ゆうゆうプラザ）

3歳児健診

10 6 火 栃木（栃木保健福祉センター）
14 水 大平（大平ゆうゆうプラザ）

２歳児歯科健診

10
7 水 栃木（栃木保健福祉センター）
14 水 栃木（栃木保健福祉センター）
20 火 大平（大平ゆうゆうプラザ）

２歳児のイヤイヤ期
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日（土）各日13時～16時
／11月 29日（日）、12月
6日（日）各日10時～13時
【成果発表会】大平文化会
館ホール
リハーサル：12 月 12 日（土）／発表
会：12 月 13 日（日）、13 時 30 分開
場　14時開演 対中学生以上定20人（先
着順）料参加費 5,000 円（発表会観覧
は無料）申栃木文化会館へ電話。（氏名、
年齢、住所、電話番号）

栃木文化会館　☎23-5678

 とちぎシアターワークショップ
「リーディングの時間」　参加者募集

　台本を見ながら芝居する朗
読劇を体験しませんか？文学
座・加納氏、青年劇場・佐藤
氏を講師に迎え、参加者みん
なで創り上げる舞台です。

時【ワークショップ】栃木文化会館
10月 31日（土）、11月 14日（土）・28

栃木図書館　☎ 22 - 3542
9 時 ~19時 30分／休館・金

おそとでおはなしひろば【読み聞かせ】
時① 10 月 10 日（土）10 時 30 分～
11 時② 10 月 24 日（土）10 時 30 分
～ 11時内①絵本「もものこたろう」ほ
か ②絵本「お月さまってどんなあじ？」
演おはなしボランティア『りんごの会』
親子で楽しむ映画会
時 10 月 17 日（土）① 14 時～ ② 15
時 30分～対幼児～小学生内「こぎつね
コンとこだぬきポン」、主催：下都賀地
区視聴覚ライブラリー協議会
午後の映画鑑賞会
時 10 月 26日（月）14時～内「シリー
ズ最強ウイルス ドラマ 感染爆発～パン
デミック・フルー～」  共催：下都賀地
区視聴覚ライブラリー協議会

大平図書館　☎ 43 - 5234
9 時 ~19時 30分／休館・月

絵本の読み聞かせ
時①10月3日（土）14時～14時30分、

② 10月 9日（金）10時 30分～ 11時、
③10月23日（金）10時30分～11時、
④ 10 月 25 日（日）11 時～ 11 時 20
分演①②③ボランティア『おはなししゃ
ぼんだま』  ④大平図書館スタッフ対①
④幼児・小学校低学年 ②③幼児
TOCHICO（とちこ）サロン
時 10 月 7 日（水）10 時～ 12 時内幼
児と子育てママ同士の交流
大平図書館ミニフェスタ
時 10 月 24 日（土）・25 日（日）内
24 日（土）: ①サンドアート制作 ②ア
ロマポット制作 ③シールラリー ④スト
ラックアウト ⑤クッキー販売／ 25 日
（日）⑥ハーブ石鹸制作 ⑦とちぎ花セ
ンター即売会 ⑧パン販売／両日⑨雑誌
リサイクル市（保存年限が切れた雑誌
の無料提供）料①②⑥各 500 円（材料
費）申①②⑥ 10 月 1
日（木）から直接来館
または電話にて

藤岡図書館　☎ 62 - 4889
9 時 ~19時 30分／休館・月

おはなし会・工作教室
時① 10 月 3 日（土）14 時～ 15 時、
② 10月 17日（土）14時～ 15時内①
おはなし会：紙芝居「ブレーメンの音楽
隊」ほか、工作教室：「手作りオカリナ」
②おはなし会：紙芝居「おかしのしまの
ハロウィンパーティー」ほか、工作教室：
「紙皿ウクレレ」演ふじおかおはなし会
『コロポックル』
読書週間特別企画「読んで、ゲットだ☆雑誌付録！」
 1 日 1 回の貸出につきスタンプをひと
つ押し、3つ集めた利用者に雑誌の付
録をプレゼント（先着 50人）時 10 月
27日（火）～ 11月 15日（日）

都賀図書館　☎ 28 - 0806
9 時 ~19時 30分／休館・月

おはなし会
時① 10 月 10 日（土）14 時～ 14 時
20 分 ② 10 月 25 日（日）14時～ 14
時 20分内①パネルシアター「たまごが
ころん」ほか ②紙芝居「ハロウィンの
かぼちゃ」演①おはなしボランティア『た

んぽぽ』 ②都賀図書館スタッフ

図書館西方館　☎ 92 - 2512
9 時 ~19時 30分／休館・月

おはなし会
時① 10 月 15 日（木）11 時～ 11 時
30 分 ② 10 月 16 日（金）14時～ 15
時内①テーマ「秋、どんぐり」 ②テー
マ「秋・実り・魔女・
空」演①西方館スタッ
フ ②おはなしボラン
ティア『おはなし☆き
らら』

図書館岩舟館　☎ 54 - 1900
9 時 ~19時 30分／休館・月

おはなし会
時 10 月 10 日（土）14 時～ 14 時 30
分会岩舟公民館会議室 5内紙芝居「パ
ンダくんのごちそうなにかな？」「あ・そ・
び・ま・しょ！」、※参加者プレゼント
あり演岩舟館スタッフ

 オンライン体験アートワークショップ
「ビー玉ころがし～クリスマスの冒険」
　参加者がオンラインで学んで制作した
ビー玉ころがしのレールを会館に集め、
一つの大きな装置を作ります。
時申込・作品募集：11 月 14 日（土）
～ 12月 13 日（日）／展示：12月 19
日（土）・20日（日）10時～ 16時 30
分会展示室対小学生以上定 30 人（先着）
料無料申作品を栃木文化会館へ提出（窓
口・着払い郵送）。詳細は栃木文化会館へ。

０才からのジャズコンサート
　赤ちゃんから大人まで「誰もが入場で
きる本格ジャズコンサート」。大人だけ
でも大歓迎！
時 11 月 21 日（土）① 10 時 40 分開
場　11時開演 ② 13時 40分開場　14
時開演会小ホール
料全席指定・前売 中学生以上 1,200 円　
0才～小学生 300 円　※当日各 300円
増チ電話予約：9月 26 日（土）開始。
市内 5文化会館ほか
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Vol.13 佐野と小山から集まって合同練習

関
せき

　　一
か ず の り

登 さん

長
は せ べ

谷部知
ち え こ

英子 さん
カヌー競技 した小山南でカヌー部を創設。８年前に佐野東に転任す

ると、ここでもカヌー班を創設したのです。小山南の現在
の２人の顧問はかつて部員として活躍した教え子です。
気心が知れ、両校の部員を競わせる合同練習も。たとえ

ば、片膝立ちのカナディアンの男子と、スピードが出るカ
ヤックの女子。どっちが負けても「女子より遅いのか」「遅い
カヌーに負けるのか」と言われ、負けじ魂に火が付きます。
　県内に高校カヌー部は２校。2022 年のとちぎ国体に向
けた強化推進拠点校で、国体での競技会場は谷中湖。早く
伸び伸びできる合同練習を再開させてあげたいですね。

水上スポーツ：谷
中湖の北ブロック
を 利 用。関 教 諭 へ
の 問 い 合 わ せ は
（☎０２８３- ２３-
０２３９）へ。

　生徒たちのはじける笑顔が、喜びを物語っています。遊
水地の谷中湖畔。生徒は佐野東高校ウォータースポーツ部
カヌー班の２年生男女。私、関一登（写真上の中央）が部顧
問です。７月下旬の今日、コロナ禍で半年間止めていたこ
こでの練習がやっと再開。湖面に生徒の姿が戻りました。
　でも、まだちょっとだけ残念なことも。
同じ時刻、小山市の小山南高校。カヌー部の 15人が 25ｍ

プールで練習中です。私、長谷部知英子（同下の中央右）は、第
一顧問の菊

きくた
田卓

たくや
也（同中央左）と部を指導。今日は谷中湖に合

流する予定でしたが、コロナの感染者増で外出は自粛です。
　西の佐野市と、東の小山市から、中間の栃木市の谷中湖
に集合――。「ハート形」を描く合同練習のルートは、関が
きっかけでできました。大学でカヌーを学んだ私は、着任

≪花籃≫　昭和 23年　竹・
籐　高さ 27.0㎝　径 15.1㎝　
撮影 竹本春二

令
和
２
年
度
の
展
覧
会
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
変
更
と
な

り
ま
し
た
。
詳
細
は
、美
術
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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広報とちぎ11月号は

令和元年

わが家の天使・お知らせ

■ふるさと見
ミ
に
ニ
ウォーキング～栃木市の歩き方～

　毎年恒例の栃木市ウォーキング大会を、今年は感染症対策に配慮した
「ミニウォーキング大会」として開催！ふるさとの良さを再発見してみませんか？
日 時　11月１日（日）受付８時～　スタート　８時 40分～（小雨決行・荒天中止）
　　　　※ 11時 30分頃終了予定
対 象　市内在住の方（小学生以下は保護者同伴）※参加賞等あり
コース　ウォーキング３コース 各コース先着 50人（申込先着順） 
①北部コース（約９ｋｍ）道の駅にしかた→実相寺→長徳寺→道の駅にしかた
②中央コース（約９ｋｍ）国府公民館→下野国庁跡→大神神社→国府公民館
③南部コース（約 11ｋｍ）渡良瀬遊水地ハートランド城→渡良瀬遊水地周回→渡良瀬遊水地ハートランド城

　※感染症対策と安全確保のため、各コースの参加者をグループ分けします。
対 象　市内在住の方（小学生以下は保護者同伴）
　※当日、発熱や風邪等の症状がみられる場合には参加をご遠慮ください。
参 加費 ３００円（小学生以下無料）※電話申込み後、10月 23日（金）までの平日の８
時 30分～ 17時 15分に、最寄りの各地域スポーツ振興課窓口にて支払いください。

※ 荒天・災害などによる中止の場合、参加費の返金はしません。主催者が新型コロナウイ
ルスの感染拡大状況により中止の判断をした場合は返金します。

申 込　希望するコースにより、期間内に下記の申込先へ電話にて（電話以外の申込不可）
　　　　①北部コース　都賀スポーツ振興係　☎（27）５０５１
　　　　②中央コース　スポーツ振興課　　　☎（25）０９３０
　　　　③南部コース　藤岡スポーツ振興係　☎（62）１３０１
　　　　※一度の電話で申し込みできる人数は 5人まで。
申込期間　10月５日（月）～ 20日（火）平日 ８時 30分～ 17時 15分

問合先　スポーツ振興課　☎（25）０９３０

宇都宮ブリッツェン
　宇都宮を拠点とする地域密着
型のプロサイクルロードレース
チームです。国内各レースでの
活躍の他、地域貢献活動にも積
極的に取り組んでいます。これ
までも、栃木市サイクリングマッ
プの作成や、市内小学校での自転車安全教室の実施などで栃木市と協力をし
てきました。今年6月16日、栃木市は宇都宮ブリッツェンを管理運営する「サ
イクルスポーツマネージメント株式会社」と連携協定を結びました。

“Strawberry Hearts blue/gold/red”２０２０シーズンメンバー募集
メンバ ーの 要件　年齢 性別 市内・市外在住問わず、自分にでき

ることでチームを応援できる方。（例）試合に足を運
ぶ、熱い声援を送る、チームを身近に感じる　など

年 会 費　無料
特 典　①メンバー缶バッチプレゼント
　　　　　②応援団合同イベント（日時未定）への参加権
期 間　令和３年２月 28日（日）まで
申込方法　下記窓口設置の申込書に必要事項を記入し提出。
申込窓口　 栃木市役所３階 スポーツ連携室、各総合支所 地域づくり推進課、
　　　　　栃木市ブース（栃木市ホームゲーム開催時、競技場外周）
問 合 先　スポーツ連携室　☎（21）２５９１

柏
かしわぐら

倉季
き ほ

穂ちゃん山
やまもと

本彩
さ き こ

紀子ちゃん小
こい け

池 凜
りん

ちゃん志
し が

賀 心
こころ

ちゃん松
まつもと

本直
なおひさ

久ちゃん

森
もり と

戸蒼
そう た

太ちゃん

青
あお き

木愛
あい と

虎ちゃん井
い き ざ わ

木澤遼
はる

ちゃん畑
はたした

下瑞
みず き

月ちゃん佐
さと う

藤壮
そうすけ

亮ちゃん国
こく ぶ

府瑞
みず き

季ちゃん

森
もりいけ

池美
み お り

央里ちゃん椎
しい な

名奏
そう た

太ちゃん今
いまいずみ

泉 詩
うた

ちゃん菊
きく ち

地優
ゆう か

花ちゃん小
こづか

塚あさひちゃん

（募集）写真の裏に赤ちゃんの名前（ふりがな）・
生年月日・住所・電話番号・保護者名を記入のう
え〒328-8686栃木市役所シティプロモーショ
ン課へ（締切当日必着）。写真は返却しません。
（締め切り）令和元年 12月生まれ 10月 14日
（水）、令和２年 1月生まれ 11 月 11 日（水）
※封筒に差出人住所を明記ください。

プロスポーツチームを
　　　　　　　応援しよう！

栃木市民スポーツ応援団 “Strawberry Hearts” とは？
　栃木市に関係するプロスポーツチームを応援する市民による応援団です！
チームのファンの方からプロスポーツに興味があるという方まで…一緒に応援
していただける方を募集しています♪『栃木シティフットボールクラブ』を応
援するblue、『栃木ゴールデンブレーブス』を応援する gold に加え、新たに『宇
都宮ブリッツェン』を応援する red を立ち上げました！
公式ＨＰ・Twitter で応援団の活動情報、チームや選手・試合情報などを発信中！

“Strawberry Hearts blue/gold/red”２０２０シーズンメンバー募集

公式ＨＰ 公式Twitter

 第 10 回歌麿まつり
　期間中、歌麿に関する展示やイベントを行います。
※ 感染症対策のため、展示・イベントが変更・中止
となる場合があります。また、恒例の『歌麿道中』
は今回は開催しません。

　　　　　　　　　問合先　歌麿を活かしたまちづくり協議会事務局
　　　　　　　　　　　　　(蔵の街課内 )☎ (21)2573

10/10（土）
　 ～ 18日（日）
於 蔵の街大通り

周辺

　歌麿を活かしたまちづくり協議会事務局　　　　　　　　　問合先　歌麿を活かしたまちづくり協議会事務局

歌麿行灯
　期間中、蔵の街大通り周辺の
店舗などに行灯が灯ります。
主催　NPO法人蔵の街遊覧船

狂歌を楽しむVol.5
期間　10月10日（土）～18日(日)
　　　10時～19時
会場　市役所1階市民スペース
主催　ザ・とちぎ

「歌麿と栃木」展
日時　期間中の土日
　　　11時～15時 30分
会場　永楽屋見世蔵
主催　ネットワークとちぎ

「太平山神社の絵馬」web展示
期間　10月10日（土）～18日(日)
※市ホームページ内「蔵の街課」
にて掲載アドレスを案内します
主催　國學院大學栃木短期大學
　　　近世史研究会 物と伝承の会

歌麿作品めぐり
期間　10月～ 11月
会場　太田蔵、旧金澤邸、永楽屋、釡利
主催　ネットワークとちぎ

歌麿夢芝居 深川の巻 DVD上映会
日時　10月 18日 (日）
　　　13時～／ 15時～
会場　とちぎ蔵の街観光館２階多目的ホール
主催　とちぎ歌麿シアタープロジェクト

© Nobumichi KOMORI/HATTRICK COMPANY

齋
さいとう

藤佑
ゆう わ

禾ちゃん
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～新生栃木市１０周年～
　　栃木市１０年間のあゆみ

平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）

３
月　
▼
旧
栃
木
市
、
旧
大
平
町
、
旧
藤
岡
町
、
旧

都
賀
町
が
合
併　
新
生
栃
木
市
誕
生

６
月　
▼
栃
木
市
議
会
第
１
回
定
例
会
本
会
議

（
新
生
栃
木
市
誕
生
後
初
の
定
例
会
）
①

10
月　
▼
栃
木
市
合
併
記
念
式
典

平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）

10
月   

▼
栃
木
市
、
旧
西
方
町
が
合
併

　
　
　
　
▼
栃
木
市
・
西
方
町
合
併
記
念
式
典　

　
　
　
　
▼
栃
木
消
防
本
部
・
栃
木
市
消
防
署
発
足

　
　
　
　
▼
ふ
れ
あ
い
バ
ス
運
行
開
始

平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）

　
３
月　
▼
非
核
平
和
都
市
宣
言

　
　
　
　
▼
環
境
都
市
宣
言

　
６
月　
▼
栃
木
市
自
治
基
本
条
例
制
定

　
７
月　
▼
渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に

登
録
②

　
　
　
　
▼
嘉
右
衛
門
町
地
区
が
国
の
重
伝
建
地
区
に

選
定

平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）

　
３
月　
▼
栃
木
市
総
合
計
画
策
定

　
４
月　
▼
一
般
社
団
法
人
と
ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
設
立

平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）

　
２
月　
▼
新
庁
舎
開
庁

　
３
月　
▼
新
庁
舎
記
念
式
典・と
ち
介
お
披
露
目
③

　
４
月　
▼
栃
木
市
、
旧
岩
舟
町
が
合
併

11
月　
▼
栃
木
市
・
岩
舟
町
合
併
記
念
式
典

平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）

　
４
月　
▼
ま
ち
の
駅「
コ
エ
ド
市
場
」開
設
④

　
９
月　
▼
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
よ
る
被
災

11
月　
▼
「
Ｆ
Ｍ
く
ら
ら
８
５
７
」
開
局

　
　
　
　
▼
栃
木
市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典　

　
　
　
　
　
市
の
木
・
花
・
鳥
・
歌
の
制
定

　
　
　
　
▼
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）

　
３
月　
▼
栃
木
市
入
舟
町
移
住
体
験
施
設
「
蔵
の
街

や
ど
か
り
の
家
」
開
設

　
５
月　
▼
と
ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
し
も
つ
が
開
院

11
月　
▼
と
ち
介
が
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
６
」
４
位
・
ゆ
る
キ
ャ
ラfor

チ

ル
ド
レ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
獲
得

12
月　
▼
「
住
み
た
い
田
舎
」
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

若
者
世
代・子
育
て
世
代
部
門
で
全
国
１
位

平
成
29
年
（
２
０
１
７
年
）

　
７
月　
▼
千
塚
産
業
団
地
の
本
格
分
譲
を
開
始　
⑤

　
９
月　
▼
あ
っ
た
か
と
ち
ぎ
健
康
都
市
宣
言

平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）

　
３
月　
▼
栃
木
市
万
町
移
住
体
験
施
設
「
Ｉ
Ｊ
Ｕ
テ

ラ
ス
蔵
人
館
」
開
設

　
４
月　
▼
渡
良
瀬
遊
水
地
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
城
開
設

　
　
　
　
▼
く
ら
の
ま
ち
保
育
園
開
園　

平
成
31
年
・
令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）

　
５
月　
▼
新
元
号
「
令
和
」
記
念
春
の
陣

10
月　
▼
令
和
元
年
東
日
本
台
風（
台
風
19
号
）に
よ
る
被
災

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）

　
５
月　
▼
栃
木
市
北
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
愛
称

ゆ
っ
た
り
〜
な
）
開
館　
⑥

　
６
月　
▼
キ
ョ
ク
ト
ウ
と
ち
ぎ
蔵
の
街
楽
習
館
（
栃

木
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）
開
館

①②

③⑤

④⑥

10
周
年
記
念
式
典
を
行
い
ま
す

10
月
10
日
（
土
）
に
、
栃
木
文
化
会
館
に
て

新
生
栃
木
市
10
周
年
記
念
式
典
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、感
染
症
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。そ
の

た
め
、式
典
会
場
へ
の
入
場
は
招
待
者
の
み
と

な
り
ま
す
が
、後
日
、式
典
の
様
子
を
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
等
に
て
放
送
し
ま
す
。

　
ま
た
、
10
月
中
は
栃
木
駅
か
ら
蔵
の
街
大
通

り
に
フ
ラ
ッ
グ
を
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
市
内

全
駅
や
各
庁
舎
等
に
花
を
飾
り
、
10
周
年
を
お

祝
い
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
秘
書
課　
☎
(21)
２
３
１
１

新生栃木市 10 周年記念  とちぎの人形山車 展示
　新生栃木市 10周年を祝し、栃木市が誇る江戸型人形山車を展示します。とち
ぎ山車会館前広場にて日替わりで３台の山車を展示するほか、泉町・嘉右衛門町・
大町（10日のみ）の各町内の山車小屋前において山車を、倭町の旧金澤呉服店において獅子頭を展
示します。展示場所を巡るクイズラリーも開催。山車を探しながらの散策をお楽しみください。

場所　とちぎ山車会館前広場 ( 万町 ) 他 　　主催　とちぎの山車祭り伝承会
※感染症の感染拡大の状況により、内容の変更や中止になる場合があります。
問合先　観光振興課　☎ (21) ２３７４  栃木市観光協会　☎（25）２３５６

　１１月に開催を予定していた以下のイベントは、新型コロナウイルス感染症の影響により、
中止となりました。
・新生栃木市１０周年記念 とちぎ秋まつり【観光振興課　☎ (21) ２３７４】
・おおひら産業祭【大平産業振興課　☎ (43) ９２１２】
・ふじおか産業祭２０２０【藤岡産業振興課　☎ (62) ０９０６】
・まるまるまるごとつがまつり２０２０【都賀産業振興課　☎ (29) １１０４】

10/10（ 土 ）
・ 11（ 日 ）

10 時～ 15時
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